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序 (Preface)

屋久島l土東径 130023'-40'，北緯 30013'-28'に位し，九州本島の最南端佐多岬から

63.3km，薩摩開聞岬から 77km離れている。島は東西 27.1km，南北 26.7km，周囲 103

km，面積 544km~ 余，大体円形をなした山岳島で，海岸掠の屈曲出入は少いa 最高峯宮ノ

浦岳 11935m)は島の中央部に位置し，永田岳 (1890m)，黒味岳 (1836m)と九州本島にもな

い高岳を有し，孤島とはいいながら 1000mを越える山々は 30座に達している。従って周

辺には非常に狭い段丘をめぐらし，これを除く他の地勢は峻険で，谷は深い。主な河川と

しては宮ノ浦Ji1，白川，安房川，栗生川，永田川，樋ノ子川を始め大小百数十，しばしば

器流を伴ない，水量は豊富である a

屋久島を植物学的に見ると，世界の学界にも知られた島で，分類学的にも分布学的に

もまた群落学的にも興味深きところであり，林業的には杉を主とした宝庫とも称すべきと

ころである。そしてすでに植物学的にも林学的にもまた林業的にも幾多の研究論文が発表

されている。 しかし現在までは森林植生の具体的な解析も図譜もなかったので，ここに主

としてこの観点から森林植生を報告する次第である。なお，本報第I編は舘|協，第E編は

舘脇，三角の共著によるものである。

本報を草するに際し，種々調査との便宜を与えられた熊本営林局前経営部長中川久美

雄氏，下屋久営林署長国武正典氏，助言を与えられた金沢大学教授正宗厳敬博士，標本鑑

定に助力された東京科学博物館大井次三郎博士，東京教育大学伊藤洋博士，鹿児島大学教

授初島住彦氏，最後に本報を公刊するに当り，御配慮を与えられた北大演習林長大沢正之

教授に深厚な感謝を捧げる。
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1. 植生概要第1図 (Outlineof the vegetation) 

舘 l協操 (TATEWAKI，M.) 

1. 屋久島の植物研究小誌

(Short history of the botanical studies of Yakushima) 

弱

私の知れる範囲では，屋久島の」貫した最初の研究を試みたのは，明治の工藤祐舜博

士若かりし日の記録ではあるまいか。 この記録は独文で書かれ，論文の形式を整えていた

が，惜しいかな未発表に終っている。七高在学時代，すでに同博士が植物学への高かりし

望をうかがい知るに好適なもので， この素稿は現在台北に保管されているとのことである

(正宗厳敬博士による)。工藤博士に次いで，植物学的に屋久島を探ったのが吉井義次博士で，

明治 44年 (1191)8月，宮ノ浦に上陸，安房に出で，3泊幕営して宮ノ浦岳に登頂，向島滞在中

の採集標本を牧野富太郎，小泉源ー両博士に送った。 その中にヤク Vマプヲロ Geranium

Yoshiianum KOIDZ.，ヤクジマチャボゼキ五/ョヲ TofieldiaYoshiiana MAKINOがある。

森林植物学的見地から屋久島を最初に世界に紹介したのは東亜をひろく探険した E

H. WILSON である。 WILSONは 1914年2月，日本に到着するや，白沢保美博士のすすめ

により屋久島を訪れた。そして森林植物景観をスケッチ風に記述し，植物地理学的な意見

を述べ，本島の森林景観を高く称讃し“日本を広く歩いた私にとり，最も興味深<，かっ
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第 1図 屋久島概略図と調査地位置図

Fig. 1. Outline of the Island of Yakushima and the experimental areas 

最も深い印象を与えたのは屋久島の森林でらると断言した。

・大正 15年 (1926)田代善太郎氏は天然記念物調査報告において， 1922年 12月， 2週間

の調査の結果を発表しているが， この中には当時の鹿児島大林区署と屋久島小林区署の資

料を網羅しているので， WILSON氏調査 10年後の概況をうかがい知るこどができる。 1932

-33年小泉源一博土は南日本の植物分布境界線としてのトカラ海峡の重要性を評論した。

これより先，工藤祐舜博士のもとで台北大学に在りし日の若かりし正宗氏は，セ高時代の

驚異的努力を基とし， 1926年屋久島績物誌を著した。これが本島植物誌としての最初の貢

献であり，後幾多の増補をなして 1934年正宗氏の英文の好著 Floristicand geobotainc'al 

studies on the Island of Yakushimaが出版され，本著は室久島の植物誌と植物地理学に

おける確固たる研究となったのである。

これより先， 1933年河田恭博士はその著森林生態学講義の附録として， r特に生態学的

に見たる屋久島の森林と其の施業」を記し，森林生態学方面から見ると，“屋久島は驚異そ
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のものである"と嘆賞し，また「屋久島森林視察の感想」の緒説においては“「屋久島を見

たいJ之は我国の森林を研究するもの，我国の林業に携わるもの，我国有林に職を奉ずる

もの，否世界の林学，林業に関係するもの悉くの希望であろう。，，'という絶讃を与えている。

昭和 12年 (1937)，熊本営林局は昭和 11年度「屋久島種子ケ島植生調査説明書」を謄写

ブリ γ トとして出版している。 この報告は現代版としては群落学的に見ると記載形式が古

いけれども，屋久島の大観を知るにはまことに格好な報文といわなければなるまいし，そ

の後に出た報告書はじばしばまずここれを土台として利用している。 1940年柿木司氏は「屋

久彩の成林に関する研究」中，先に熊本営林局から出た森林植生に補正をなしている。

また，ここに注目すべき森林植物学的論説がある。 一つは 1950年の団代善太郎氏の

「暖地性植物の分布」論であり，一つは 1950年今西錦司博士の「屋久島の垂直分布」で

ある。

また近年に至り，屋久島に対する隠花植物研究は大いに進み， νダ類に関しては田川

基二博士と伊藤洋博士，蘇類に関しては堀川芳雄博士，佳藻に関しては岩橋八州氏 (1934)，

苔類に関しては服部新佐博士 (1947-1950)，地衣類に関しては佐藤正己博士 (1950)の研究

がある。
イプスキ

1950年鹿児島県は鹿児島県国立公園候補地(桜島，佐多，開門，指宿，屋久島)学術調

査報告を出し，その「後編」に山根銀五郎博士はイ屋久島植物景観」を，また初島住彦氏

は「屋久島の植物」として屋久島の植生概観と目録を記して，屋久島植物誌の補正をなし，

屋久島の植物地理学的意義を述べている。 また 1955年国立公園協会から「屋久島の国立

公園問題」が出版され，正宗博士は 1950年 1月の調査から，補正的に景観を記述し，佐竹

義輔博士は「屋久島の自然科学的重要性」から，屋久島の意義を強調した。

以ヒ案ずるに屋久島森林植生の骨格を論じたのは田代，荒川，柿木，正宗の 4氏とい

うべしことに森林に関しては荒川，柿木両氏を挙ぐべきで1ちろう。そしてその後山根，

初島両氏がそれぞれの角度からこれを観察したと見てよいだろう。

2. 植物分布から見た屋久島 (Plantdistribution) 

i. 植物地理学的位置 (Phytogeographicalposition) 

1950年山根教授は，屋久島の植物地理学的位置をかなり詳しく抄録され， DRUDEめ，

ScHIMPERめ， RUEBEL 3¥ ENGLER4)の論も引用している。もちろん世界を知るために世界の

1) DRUDE， 0.: Die Florenreich der Erde. (1884); Atlas der Pflanzenverbreitung. (1887) (舘脇)
2) SCHIMPER A. F. W.: Pflanzengeographie auf physiologischer Grundlage. (1898) 
3) RUEBEL， E.: Pflanzengesellschaften der Erde. (1930) 
4) ENGLER， A.: Uebersicht ueber die Florenreiche und Florengebiete der Erde， in ENGL. u. 

GILG. Syl. Pfl. -fam. Aufl. 11， 374~3田'. (192活)



回

大家の考え方を紹介する意味においての解説に異論はないが， これらの諸大家は屋久島の

実状に詳しくはない。最初に英文を以って屋久島の植物地理学的位置を簡明に記したのは

WILSONの Taxadsand Conifers of ]apan (1916)ではあるまいか。“色々の本で屋久島は一

般に琉球列島に属するものとして記載されている。 しかしこの記述は正しくない。屋久島

は小島に過ぎないが，非常に特殊な興味あるところである。何となれば植物地理学的に見

て日本本土の南限にあたっているのみならず， 日本ブロラの南限としての特徴を有してい

る"と記し，早くもそこで屋久島を日本フロラの南限と断定している。植物誌的に一貫し

た信頼すべき資料ができたのは正宗博士の 1929年の屋久島植物誌であり，またこれが英文

で発表されたのが 1934年の論文である。 それゆえ欧米の学界が自由にブロラ的にも分布

的にも屋久島を論じられるようになった最初の段階は 1934年とすべきである。

邦文の植物地理学的研究史をひもといてみると，われわれがまず第一に認めなければ

ならないのは，小泉源一博士 (1928-1933)ではあるまいか。動物地理学においては，すで

に屋久島と奄美大島との聞に分布境界線を置き， これを渡瀬線または青木線とl乎んでいた

が，植物地理学においてここを分布学上の重要線と表明したのは小泉源一博士である。し

かしもちろん前にも述べたように，その意は WILSONが既に述べていると見てよい。小泉

博士の論拠は日本国有要素の分布は大体屋久島と種子ケ島で終り，それ以南にはおよんで

いないとすることに出発する。 ここでまず小泉博士の例証を基とし，屋久島を南に出ない

主要な日本要素的木本をあげてみよう。

カ ヤ

イ ヌ ガ ヤ

モ 、

ア カ マ ツ

ク ロ マ ツ

ツ ガ

ス ギ

ヒ ノ キ

ヤi/ャプi/

ア カ i/ ア

ク リ

ア ラ カ ν 

メ ギ

イワガラ、

アズキナ ν

Torreya nuscij討aSIEB. et Zucc. 

Ceρhalotax郎 druρaceaSIEB. et Zucc. 

Abies firma SIEB. et Zuα. 

Pinus densiflora SIEB. et Zucc. 

Pinus Thunbergii PARL. 

Tsuga Sieboldii CARR. 

Cryptomeria jaρonica D. DON 

Chamaecyparis obtusa SIEB. et Zucc. 

Alnus firma SIEB. et Zucc 

Caゆinuslaxiflora BL. 

Castanea crenata SIEB. et Zuα. 

Quercus glauca THUNB. 

Berberis Thunbergii DC. 

Schizoρhragma hydrangeoides SIEB. et Zucc. 

Sorbus alnifolia C. KOCH. 
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ナナカマド Sorbus commixta HEDL. 

リ ヨ ク プ Clethra barvinervis 8IEB. et ZUCC. 

ヨヲラクツツジ Menziesiaρ'urρurea MAXIM. 

ホツツジ属 Triρetaleia spp. 

ア :; 乙/ ノ、. Pieris japonica D. DoN. 

ヅノレマンリョヲ Myrsine neriifolia 8IEB. et ZUCC. 

オオカメノキ Viburnumfurcatum BL. 

サ サ 属 Sasa Spp. 

正宗博士は高等植物ブロラの分布的解析を 1143種に対し行い，共通の種の%を求め，

た， 76%が九州本島に， 67%は本州に， 63%は四国に，そして 50%が奄美大島に見出され

ることを指摘した。屋久島には日本の温帯景観を代表する要素として有名なプナもミズナ

ラもないが，そのかわり，その山岳地帯にはスギ，ツガ，モミなどの日本山岳地帯特産の

針葉樹があることを特記した。

伊藤洋博士はi/ダ類の分布からは屋久島と大島の聞に限界を認め難く，屋久島と九

州との聞に分布線を認めた。 けれども服部新佐博士は屋久島に産 Fる96属210穫の苔類

から小泉，正宗両博士の説に一致してきた。佐藤正己博士も地衣類 18科 30属 59種から前

者と同ーの分布論に達した。i/ダ類を除く他は分布論上一致していることは興味深い。

1950年正宗博士は再び屋久島の植物地理上の位置について次の如く記述じている。

“島の頂上部にはこの地を南限の産地とする植物が非常に多いので，この点より考える

と，この地帯は九州などと共に，旧北植物区系界に属すると見てよいであろう。また杉帯

には多少南方系のものが入っているが，スギ，ヒノキ，アカマツ，モミ，アカ乙/デ，ヒカ

グツツジ，ヲリハダカエデ，その他多数の北方系の要素が入っているのでやはり，北方に

属させるのが妥当・であろう。 ところが海浜地帯より山麓帯にかけて凡そ 500mあたりまで

の植物帯を見ると， ここには台湾琉球方面と共通の要素が多くなり，またこの地域に北限

の産地をもつものが多くなってくる。次にこの地(種子ケ島は，屋久島のこの地帯と同じ

植物区系に入るので一緒にした)に北限の産地をもっ植物の一部をあげると，タカネゴヨ

ヲ(ここには，その一変種，ヤク νマゴヨヲ， またはアマミゴヨヲと言うのを産す)ヒリ

ヲi/ダ，モダマカズラ，ナシテシカズラ，コヲモリi/.ダ，タイワシアオネカヅラ，ヒメタ

カメハクラボν，t/マヤマソテツi/ロミミズ，キシギンソヲ，イナパラシi/マエビネ，

ヤマビワソヲ，ゴプラン，ハ主/カシポク， ミヤマハi/カシポクなど多数のものがあり，そ

の数はこの帯に南限を持つものよりはるかに多いので， この帯は奄美大島などと同じ旧熱

帯植物区系界に入ると見てよかろう。

屋久島が植物地理的に見て独立しているかどうかと云うことが次の問題となってく
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る。この問題はこの島にどれくらい固有種があるかと言うことによって定まる。私が以前

しらベTこ結果によると全高等植物凡そ 1000種の内 9%ばかりがこの砲に固有ということ

になり，また種子ケ島とのみ共通なもの，たとえばカシツワブキ，ヤクi/マゴヨヲ等が僅

かあり，また種子ケ島産のものはほとんど本島に産するので，私は，屋久島と種子ケ島の

二島と近くの小島を含めて一つの独立した植物区系区とし，屋久島~種子ケ島区系区とす

ることを提唱している

これを案ずるにi/ダ類を除いてはプロラは日本のブロラに属することが各方面から

証明されてきて，今のところ，定説になっていると見てよい。それゆえ ENGLERの分布式か

ら見れば Ostasiatischesund sudlich temperiertes Uebergangsgebietは Palaeotropisches

Florenreich に属せしめず， Noerdliches extratropishes Florenreichに属せしめ， Tenweri-

ertes Ostasienの一つの Provinzとして取扱った方が妥当であろう。そして種子ケ島を含

めて一つの区 Bezirkとして認めるのがよいであろう。

ii. 屋久島の特殊植物 (Characteristicplants) 

a. 固有種(種類) (Endemic species) 

Asρlenium yakumontanum MASAM. ヤク νマνダ

Athyrium elegans TAGAWA オトメイヌワラビ

Athyrium yakusimense TAGAWA ヤク乙/乙/マタニイヌワラビ

Diρ'lazium triangulare TAGAWA ヒロハミヤマノゴギリ νダ

Diρlazium yakumontanum TAGAWA ヤクνマワラビ

MicrolePia yakusimensis TAGAWA ヤク V マカグマ

Microleρia substrigosa TAGAWA ヲスパイi/カグマ

Elatostemma yakusimensis HATSUS. ヒメヤマトキホゴリ

Pilea yukusimensis HATSUS. ヤクνマヒメミズ

Asarum yakusimense MASAM. ヤク νマアオイ

Ranunculus yakusimensis MASAM. ヒメキツネノボタシ

Ranunculus yayedakensis MASAM. ヒメウマノアi/ガタ

Thalictrum yakushimense KOIDZ. ヤク i/マカラマツ

Hydrangea lGαwagoeana KOIDZ. ヤクνマコシテリギ

Mitella Doiana OHWI ヒメチャノレメノレソヲ

Euhydrobryum p:.mcuticulatum KOIDZ. ヤク νマカワゴロモ

Fragaria yakusimensis MASAM. ヤクνマ乙/ロヘビイチゴ

Rubus yakumontanus MASAM. ヤク νマキイナゴ

Acer morifolium KOIDZ. ヤヲi/マオナガカエデ

Eurya yakusimensis MAK. ヒメヒサガキ(屋久島，大島)



Hyμricum yakusimense KOIDZ. ヤク νマゴオトギ P

Viola Iwagawai MAK. ヤク νマスミレ(屋久島，国頭島)

DaPhnimorρha Kudoi NAKAI ヤク νマガンピ

Elaeagnus yakusimensis MASAM. ヤク乙/マグミ

Lagersiroemia Fauriei KOEHNE ヤク乙/マナノレスペリ

Rhododendron yakuinsulare MASAM. ヤク乙/マツツジ

Rhododendron yakusimanum NAKAI ヤク V マνャクナグ

Vaccinium ya加shimenseMAK. アク乙ノパモドキ

Geniiana yakumoniana MASAM. ヤク主/マコケリンドク

Gentiana yakushimensis MAK. ヤク乙/マリシドク

Callicarρa yakusimensis KOIDZ. (屋久島，五島)

Pedicularis Ochiana MAK. ヤクレマ乙/オガマ

Plantago yakusimensis MASAM. ヤクレマオオパコ

Galium yakusimense MASAM. ヤク乙/マムグラ

Ainsliaea linearis MAK. ホソノU、グマ

Cirsium yakushimense MASAM. ヤク乙ノマアザミ

Eupaiorium yakushimense MASAM. et KITAM. ヤク乙/マヒヨドリ

Far.かgiumhiberniflorum KITAM. カンツワブキ

Solidago minutissima KIT.AMURA ヤクi/マアキノキリシソヲ

Calamagrostis Masamunei HONDA ヤクi/マノガリヤス

Sasa Owaiarii MAK. ヤクi/マダケ

Sasa yakusimensis HATSUS. クリオテマキ

Carex airoviridis OHWI ヤク乙/マスグ

Arisema yakusimense MAK. ヤク νマテンナン乙/ョク

ーEriocaulonhananoegoenseお1ASAM. ヤクi/マホ乙/クナ

ChinograPhis sρ'arsa F. MAEKAWA ヒナνライトソヲ

Hosia yakusimensis HA羽田. ヤク乙/マギボヲジ

Tofieldia Yoshiiana MAK. ヤクi/マチャボゼキ V ョク

Eria yakushimensis NAK. オオオサラシ

Goodyera leuconeura F. MAEKAWA i/ライトi/ュスラ γ

Gasirochilus ciliαris F'恥1AEKAWA マツグカヤラン

Goodyera yakushimensis NAKAI ヤクi/マ乙/ュスラシ

b. r屋久島」の和名を彊せる高等植物

(Higher plants having the Japanese name of Yakushima) 

ヤク乙/マゴケジノブ Hymeno"ρhyllum crisρ'aium WALL. 

ヤクジマi/ダ Asρ'lenium yakumonianum MASAM. 

ヤクレマタニイヌワラビ Aihyrium yakusimense TAGAWA 
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ヤク V マワラビ Diρ，lazium yakumontanum T AGA W A 

ヤク VマミゾVダ Leρtogrammatotta J. SM. var. yakusimensis H. lTo 

ヤク iノマカグマ Microlepia yakusirnensis T AGA W A 

ヤクジマヲラポV Phymatopsis yakuinsularis H.lTo 

ヤク Vマカナワラビ Rumohra Cavalerii CHlNG， 

ヤク乙/マ Vョリマ Thely，ρ'teris quel paertensis CHING var. yakumontana T AGA W A 

ヤクタネゴヨヲ Pinus Armandii FRANCH. var. amamiana HATSUS. 

ヤク νマヒメミス Pilea yakusimensis HATSUS. 

ヤク νマアオイ Asarum yakusimense MASAM. 

ヤクシマカラマツ Thalictrum yakushimense KOIDZ. 

ヤクνマカワゴロモ Euhydrobryum puncuticulatum KOIDZ. 

ヤク Vマνョクマ .4stilbe glaberrima NAKAI 

ヤクも/マゴンテリギ Hydrangea Kawagoeana KOIDZ. 

ヤク乙/マ Vロパナヘビイナゴ Fragaria yakusirnensis MASAM. 

ヤクνマイパラ Rosa Onoei MAK. 

ヤク Vマパライチゴ Rubus illecebrosus FOCKE var. yakusirnensis HATSUS. 

ヤク乙/マキイチゴ Rubusyakumontanus MASAM. 

ヤク Vマプヲロ Geranium shikokianum MATSUM. var. Yoshiianum HARA 

ヤク νマオナガカエデ Acer morifolium KOIDZ. 

ヤク乙/マツパキ Camellia ja.ρonica LINN. var. macrocarρaMASAM. 

ヤク Vマコオトギリ Hypericum yakωimense KOlDZ. 

ヤクる/マミヤマスミレ Viola Boissieuana MAK. 

ヤク V マタチツボスミレ Viola gryρoceras A. GRAY var. yakushimensis MASAM. 

ヤク Vマスミレ Viola Iwagawai Mak. 

ヤク νマガンピ DajうhnimorρhaKudoi NAKAI 

ヤクレマグミ Elaeagnus yakusimensis MASAM. 

ヤクる/マサノレスベリ Lagerstroemia Fauriei KOEHNE 

ヤクる/マセントクソウ Chamaele decumbens MAK. var. micrantha MASAM. 

ヤクる/マリョヲプ Clethra barbinervis SIEB. et ZUCC. var. Kawadana HARA 

ヤク Vマタチパナ Bladhia crisμTHUNB. var. caduci戸laNAKAI 

ヤク Vマゴナスビ Lysimachia japanica THUNB. var. minutissima MASAM. 

ヤク Vマヒカグツツジ Rhododendron Keiskei MIQ. var. cordifolia MASAM. 

ヤク νマツツジ Rhododendron yakuinsulare MASAM. 

ヤク Vマνャクナグ Rhododendron yakusimanum NAKAI 

ヤク色/マホツツジ Tri petaleia paniculata SIEB. et ZUCC. 

var. yakusimense KITAMURA 

ヤク i/マコケリンドウ Gentiana yakumontana民IfASAM.

ヤクジマリシドワ Gentiana yakushin仰 2sisMAK. 

ヤク νマツノレリシドヲ Triρterospermum japonicum MAXIM. var. tenue HONDA 

. 



ヤクる/マコムラサキ Callicarρa yakusimensis KOlDZ. 

ヤク乙/マトクパナ Clinopodium micranthum HARA var. yakusimense HARA 

ヤクキ/マナミキ Scutellaria laeleviolacea KOlDZ. var. yakusimensis HARA 

ヤク νマママコナ Melanψ'yrum laxum MIQ. var. yakusimense KITAMURA 

ヤク Vマνオガマ Pedicularis Ochiana MAK. 

ヤクジマオオパゴ Plantogo yakusimensis MASAM. 

ヤク Vマムグラ Galium yakusimensis MASAM. 

ヤク νマクチナν Gardenia jasminoides ELLIS var. longise.ρalaMAsAM. 

ヤク Vマハ ν カグサ Hedyotis Lindleyana HOOK. var. yakusimensis HARA 

ヤク νマヲスユキソク Anaρhalis sinica HANCE subsp. Morii KITAMURA 

ヤク νマアザミ Cirsium yakusimense MASAM. 

ヤクジマヒヨドリ Eupatorium yakushimense MASAM. et KIT AMURA 

ヤク Vマヒゴタイ Saussurea niρρonica MIQ. subsp. kiusiana KITAMURA 

ヤク νマアキノキリシソヲ Solidago minutissima KITAMURA 
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ヤク Vマカモジグサ Brachypodium miserum KOlDZ. var. miserrimum HONDA 

ヤク Vマノガリヤス Calamagrostis Masa1仰 meiHONDA 

ヤク主/ノ(クリオザサ) Pleioblastus Hindsii NAKAt， 

ヤク乙/マダケ Sasa Owatarii MAK. 

クリオチマキ Sωα yakusimensis HATSUS. 

ヤク Vマスゲ Carex atroviridis OHWI 

ヤク νマコタヌキラシ(ゴタヌキラシ) Carex Doenitzii BOECK. 

ヤク Vマカンスグ Carex Morrowii B∞TT var. laxa OHWI 

ヤク乙/マカワズスグ Carex omiana FR. et SAV. var. yakushimensis OHWI 

ヤクジマイトスグ Carexρerangustata OHWI 

ヤク νマアジナン ν ョク Arisaema yakusimense MAK. 

ヤク νマホ ν クサ Eriocaulon .hana仰 egoenseMASAM. 

ヤク νマケイピラシ Alcetorurus yedoensis MAK. var. platy戸talusMASAM‘ 

ヤク主/マ ν ライトソヲ Chinographis sparsa F. MAEKAWA 

ヤク乙/マギボヲ ν Hosta yakusimensis HATSUS. 

ヤク乙/マカカラ Smilax China L. var. yakusimensis MASAM. 

ヤク νマチャボゼキ乙Iョク Tofieldia Yoshiiana MAK. 

ヤク νマチャボホトトギス Tricyrtis kyushuensis MASAM. 

var. pseudoflava MASAM. 

ヤク νマラン Apostasia ni.ρρonica MASAM. 

ヤク νマトキラン Goodyera yakushimensis NAKAI 

ヤク乙/マアカ乙/ュスラシ Heiaeria yakusimensisMASAM. 

ヤク乙/マネッタイラン Trot2・dianiPβonica MASAM. 

ヤクる/マヒメアリドヲ ν ラン Vixilabium yakushimense F. MAEKA W A 
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3. 森林植生概況 (Outlineof the forestv egetation) 

屋久島は世界暖温帯でも豊富にして異色あるブロラを有し，原生森林景観を持てると

ころとして有名である。これは文献の章にあげた研究によって生態景観に示された森林の

多様性，これまで分類学者が扱った新種や珍奇穫の報知によっても了解できるであろう。

しかし正宗博土がすでに 30年前嘆いて記したように，現在ではどこにも原生林を見るとい

うことはできないが，単位面積と原生林の比をとるなら，文化圏内において現在でもここ

ほど立派な原生林を有しているところは少ないであろう。

気根を長く垂れた亜熱帯性の異色あるアコヲーガジミL マJレ林，それにつづく Vイーカ

も1;林，イF スノキ林， 500mまでのぼるへゴ，そしてまたこの島が世界にfこたえられるスギ

林，またツガーモミ林，林床から高い樹冠にもまつわりっき行く陰湿な蘇苔。そして高度

を増すにつれて，スギーヤマグlレマによって示されるとの地に特有な二段林があらわれ，

最高地点に近いヤクザサ地帯にはスギの倭性樹が樹林限界をなして入って行く。

亜熱帯から温帯への「すみわけ層」が典型的に見られ， ことにスギ林としてはここが

世界に冠たる群落相を有するといっても過言ではあるまい。次におもな森林植物に関する

報知の概要L 森林分布式を記してみよろ。

i. 屋久島国有林施業計画書

(Report of the forest planning of the Yakushima national forest) 

鹿児島大林区署の調査になる屋久島国有林施業計画書が屋久島森林植生概要報告の最

初のものではあるまいか。この概要書には次の如き植生概況が記されている。

“大体六千尺以上は土地極めて浅きにより，樹木稀にして屋久島笹の密生せる区域(笹

帯)に属し，其の下部約五千尺までの聞は杉を主とし，樹木悉く萎縮し高さ数聞に過ぎず。

此の部分を仮に杉萎縮帯と名づく。五千尺以下三千五百尺乃至三千尺迄の聞は針潤混交林

にして，其の混治状態上部に杉多く漸次縦栂を増し，下部に至るに従い潤葉樹の割合を増

加す。所謂屋久杉なるものは此の聞に点生す。之より下部は点々針葉樹を混ずるも，大体

に於いて常緑潤葉樹の純林にして，海岸に近き最低部には熱帯性の樹木混生せるを見る。

地元民の為めに特別の考慮を要すべき見込の地域は，此の滴葉樹の一部に属す。"

ii. WILSON (191め

WILSONの Taxadsand Conifers of ]apan は日本建果植物の名著として知られてい

るが，そのスギの項の下に次のようなことが記されている。

“本島森林の 99%は常緑樹で，その 60%は琶呆植物(Conifers)，そのうちでスギは全体
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の50%を占める。スギの他の電果植物はツガとモミで，ヒノキやカヤは散生し，これら 4

種は合せて全体の 10%に過ぎない。常緑広葉樹を見るに，ヤマグノレマ，イスノキ，ヤブツ

パキ，サザンカが全体の 30%を占め，ユズリハ，ヒメユズリハ;tガタマノキ，ヤマモモ，

ヵν類，ヒイラギ，クスノキが約9%，ヒメ Vャラ(原本にはナッツパキとある)は 1%の

落葉樹の半を占め，他はミヤコダラ，ハマセンダγ，クマノミズキ， リョワプ，モミジ類か

ら成っている。(註:とれらの数値の出典は記していないが，恐らく 1914年氏が渡島当時の当局の調査

数字を基としていると思われる。)林下の木本としては，Vキミ， ミヤマ νキミ，ユズリハ， ヒ

サカキ，カクレミノ，サツキ(流畔)，サクラツツジ，アセビ，カラタチパナ，モクタチパナ，

アリドク乙/などがあり， ことにνキミ，ユズジハ，カクレミノの 3種は濯木として多く生

ずるが，また小喬木層にも見られる句。

挙緑植物は比較的に少ない。そのうちではツノレアジサイが多く，最も高い木の上まで

到達している。ムベは稀で，キズタ('1.下部に比較的普通である。

林床と樹幹は非常に豊富な隠花植物のフロラを有している.こんな植生の豊富さはこ

れまで歩いたどこにも見られなかった。そして有名な中国西部の嶺蝿山にもかかる豊富さ

は見られなかった。 νダ類，特にコケ Vノブ属は驚くべき変化を示しつつ花商岩，樹幹，

倒木，腐朽木上に生じ， また限りなき形質形態、をもった醇類，苔類，地衣類，薗類がこれ

に伴なって生じている。林床における顕花植物は少ない。ここには陽向地はなくどこにも

ここにも密な原生林がある。巨大な樹35の下は，僅かな低い濯木を持ち，プロラは驚嘆す

べき隠花植物の世界である。私 (WILSON) にとり，日本で最も興味深く印象的な森林は屋

久島の深林であり，ここにスギの南の故里があるJ

以上の記載を見ると，すでに現在の屋久島の森林植生景観はいささかその姿を変えて

いる。 しかしなおこの記述をうかがうに足る植物景観は所々に散在している。

iii. 田代善太郎 (TASHlRO，Z.) (1934) 

国代善太郎氏は「日本本土における暖地性植物の分布考察Jを述ぶるに当り，屋久，

種子両島を含めて「屋久島種子ケ島暖地性植物段階Jを設け，南接する奄美大島群と，暖

地性植物の種類とその数量に大分相違のあることを指摘している。

“この段階で屋久島として特に注目すべきはガジュマノレ，へゴ，クサマノレハチの自生で，

ガジュマノレは屋久島の諸所に巨樹を見る。アゴヲには大木があり，モクタチパナはよく発

育するが，ビロヲには見るべきものがないu 屋久，種子両島で止まる主な樹種をあげると，

喬木では主/マサノレスベリ '1草木ではマノレパサツキ，カキパカンゴノキ，ヤマアサ，キシゴ

ジカ，ハvカンボク，ヤマピワソウ(タマザキヤマピハソヲ)，クサトベラ，テリハクサト

ベラ， νマエシジニムなどがある。蔓茎類としてはナシテジカズラがあったが，すでに絶滅
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し，モダマは限ちれた箇所にこれを見るのみである。 νダ類としてへゴは屋久，種子両島

にある。稀にヒリュク Vダやコブラシがあり， リュクビシタイ vロヤマゼンマイ，ユノ

ミネνダがよく発達する

iv. 河田 京 (KAW ADA， M.) (1933) 

河田博士は観察調査した林地を土台として，次の四つの植生単位群について述べた。

a. 海浜クロマツ常緑広葉樹林植生単位群: 山麓一帯特に海岸に接する森林植生で，

クロマツ，アコヲ，ガジュマノレ， タプノキ vイノキなどを優勢種とする。この中にマノレ

パニッケイを主とする岩石地の植生があり， この植生は四国の室戸岬や足摺岬などの岩石

地に発達しているワパメガ乙/を主とする植生と近似せるものであって，一種の Maqui と

もいうべき土地的の極盛相であるように観察される。

b. 温帯多雨林植生単位群: タブ，色/イノキ，イス，モクゴク，アゴウなどが前者に

比し℃遥かに優勢を占め，クロマツ，ガジ'ュマノレなど漸く姿を潜めている。着生植物は前

者に比して一層生活は旺盛となり，其の下草の如きも前者に比すれば，直接海風に触れる

海岸地性のものが甚だ少なく，羊歯の発達は一層見事である.前者の樹林形相は一見クロ

マツを上木とせる常緑広葉樹林であるが，後者は一見欝々たる常緑広葉樹林である。

c. スギ，モミ，ツガ，羊歯着生森林植生単位群: スギ，モミ，ツガを主要素とし

て，これにヤマグノレマ， ミヤコダラ，イス， ヒメ Vャラ vイ，ヲラジロガν等を中間の

喬木としている。そして着生植物は羊歯類の比較的大形のものや顕花植物に属するものが

多い。羊歯類としてはヒトツパ，ヒロハノアツイタ， ννラン，タカノハヲラボν，イワ

ヤナギνダなどあり，着生植物林 (Epiphyticforest) の傾向の強いものである。

d. スギ，ツガ，醇苔着生森林植生単位群: この単位群は遠望すると，スギが非常

に多く見える。そしてスギの樹冠部に非常に見事な蘇類が着生し，また着生羊歯類として

はゴケ νノブ，オオクポνダの如き小形のものが優勢であり，辞苔林 (Mossyforest)の傾

向が強い。

そして Wi11iamH. BROWNによる Phi11ipineの山岳地の植生分類と比較してみると，

b)温帯多雨森林植生単位群は Dipterocarpforest， c)スギ， モミ， ツガ， 羊歯着生森林植

生単位群は Midmountainforest， d)スギ， ツガ，醇苔着生森林植生単位群は Mossy

forestに相当する。

またいわゆる着生植物.もしくはそれに近い岩石植物が普通の地表に立つ例として，

ヘラνダ，ヒトツパ，オオイワヒトデ， オオタニワタリ，タマ乙/.ダがあり，これをiEt度の

高い屋久島の植生上の特徴とする.また逆にヤマグノレマの如きは，本州山地では林内の下

木として普通の地表に立っているのが，屋久島ではスギの老木根又は幹の中腹に着生し，

.. 
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然る後下した根がスギの肌を伝わって地表に達し，一種半着生 (Hemi-ephiphytic)の生活

をしている。小杉谷のイスの大木には普通自立植物 8種，着生植物が5種，合計 13種が着

生または半着生，また小杉谷のスギには普通自立植物8種，着生植物4種，合計 12種の植

物が着生している。そしてこれらの組物として，スギ，ヒノキ，ヤマグノレマ，ナナカマド，

ソヨゴ，カクレミノ，アセビ，ヒカグツツジ，サクラツツジ，タイミシタチパナ， ミヤマ

iIキミの普通自立植物，タカノハクラボν， ヒトツパ，乙/乙/ラン，イワヤナギvダ，コケ

νノプの着生植物がある。

[スギ} スギは屋久島では自立植物とし，或は着生植物とし，或は岩石植物として立

っているもののようである。そしてこの島では如何なる環境にもこれを選ぶことなく一般

的に好適せるかなりの広さを有する環境に一斉に侵入する。稚樹の葉は著しく硬く，いわ

ゆる南方型の性質を帯び，また 7-8年性のスギの梢が非常に鈍角であり，ま花下校の張り

はよいが，伏条的性質が比較的に弱い。乙れは夏期の雨量が多く，湿度が高い南日本の気

候的影響と考える。なお 100年前後のスギの梢頭も，本州北部では求めがたいくらい鈍頭

である。

樹齢から屋久島のスギを見ると 2∞-300年生のものは何本か存するが， 400-800年

生というものは殆んどなく，又仮りにあったとしても非常に稀なるに係らず， 900-1200年

生のものは割合に本数が多い。即ち年齢により断続的に群をなして本数が寄っている。そ

して数代の植生連続を一貫する遺存植物が， li_久島ではかなり完全に遺存しているものと

解釈できる。

なお河田博士の本報告の最後には小杉谷附近を中心としてのスギ，モミ，ツガ及び他

の潤葉樹を主とした混交林の植生連続が述べられている。

v. 正宗巌敬 (MASAMUNE，G.) (1926) (1934) (1955) 

正宗博士には 1926年と 1934年との屋久島植物に関する詳細な報告があるが，植物的

概況を知るには， 1955年の報告が最も補正されているので，これを抄詠してみよう。まず

5帯にわかち次の様な群叢を認めている。

1) 海浜地部:

a. 岩石地帯: イソマツ群叢，マノレパニッケイ群叢， クパメガV群叢，ハマピワ

群叢，モクタチパナ群叢

b. 砂疎地帯: ハマナタマメーグシパイヒルガオーオオハマグノレマ群叢， ツキイ

ゲ群叢，ハイキビ群叢

C. 水湿地帯: メヒノレギ群叢

2) 山麓帯
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a. 山麓常緑広葉樹林地帯(原始林に近いもの)

b. 原野帯(自然林の破壊された二次的植相)

ススキ群叢，チガヤ群叢，カシザシチク群叢

3) 常緑広葉樹帯

a. 常緑広葉樹帯

b. 針広混交林帯中のマツ帯

4) 針広混交林帯

a. メギ帯

b. 湿原

5) ヤクザサ帯

そのうちで森林植生に関係ある部分を少し採録してみよう.

1) 海岸帯

a. 岩石地帯

マノレパニッケイ群叢: 岩礁，懸崖に発達する硬葉樹林の一種

優'占種: マノレパニッケイ

混生種: νャリンパイ，ハマピワ，ハマヒサカキ，マサキ，クパメガ

ν，ハカマカツラ，クロマツ，サツマサンキライ

林 床: ホソパワダシ，ハマボッス，スナゴ乙/ョヴ，ホラ乙/ノブ，オ

ニヤブソテツ

ヲパメガν群叢: 前者に似てヲパメガVが多い。

ハマビワ群叢: 前 2・群議より表土の多いところに発達し i/イ，ヤプニッ

ケイ，その他のものが見られる。

b. 水 湿 地 帯

'優占種: メヒ・ノレギ

ハマボヲ i/マエンジュ， ヒトモトススキ，ハイキピなどを生ずる。

2) 山麓常緑広葉樹林帯

喬木層: クロパイ， トキワガキ，アコヲ，オガタマノキ，ガジュマノレ，

アオパノキ，ツパキ，モクタチパナ，カクレミノ，フカノキ，タブノキ，

ヲラジロガi/， マテパVイ

潅木層: サザシカ，ハドノキ，モクタチパナ，ボチョクジ，マサキ，ア

リドヲ i/， イズセシリョヲ，クロキ

林 床: ヒロハノゴギリ i/ダ，イワヒトデ，へラ νダ，リュクピンタイ，

クサマノレハチ，ホコザキウラボ乙1，ホングヲ乙1-ダ， クリハラン，オオイワ

-・
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ヒトデ，ノ乙/ラン，クワズイモ，ムサi/アプミ， ヒメヲラi/マソヲ，ヤプ

ミョクガ，グッ.トク，アオノタケi/マラン，ヤク νマヲズラ，i/マエビネ，

ゴクラン，ナギラユ1， ミヤマヲズラ，カゴメラ γ，ヤクi/マネツタイラン

腐生または寄生: ヤッコソク，タネガνマムヨヴラシ，乙/ロi/ャクジョク

ソウ，ムヨクラシ

着 生: ポヲラシ，キパナセツゴクi/ラタマノキ，オオタニワタリ，

ナンカクラン，コプラン，チケイランi/マ主Ii/ラシ，ノキi/ノプ，マメ

ズタ

蔓植物: ハナガサノキ，ヲドカズラ，ホノレトカズラ，ハマカズラ，ハマ

ユシドヲ，ブウトウカズラ，テイカカズラ

3) 常緑広葉樹林帯

a. 常緑広葉樹林帯

常緑 樹: νィ，モッコク，イス， νキミ}キワガキ，パクチノキ，モ

クレイ ν，ナタオレノキ，マツラニッケイ，ヤプニッケイ，へゴ (500mま

て了)，アカガν，サカキ，ナギ，カクレミノ，オキナワヲラジロガi/， ヒイ

ラギ，オガタマノキ，フカノキ， アデク，ツグモチ，ツパキ，アオガν，

タプノキ，クロガネモチ， ミヤマハジカシボク，ヤマモモ，アオキ， i/ i/ 

アクチ，ユズリハ

夏緑樹: カナクギノキ， νマクリカエデ，ヤク νマサノレスベリ，ヒメ ν

ャラ，エゴノキ，サクラツツジ (500-600mぐらいから)

夢植物: カギガズラしキダチニシドヲ，サカキカズラ，ハナガサノキ，

エピズノレ， ギョヲジャノミズ，キジョラシ， ホノレトカズラ， ツタヲノレジ，

ブクトヲカズラ，テイカカズラ，ヤマノイモ，ニガガ乙/ュク，オニドコロ，

ナ乙/カズラ，オオイタビ，イタビカズラ，ヒメイタピ， ドヨヲプジ，i/ラ

タマカズラ

着生植物(地上のものが着生の型を取った仮着生を除く): オオタニワタム

i/マアオネカズラ，ゴブラシ，ノキ V ノプ， コクヂキνダ，キパナセツゴ

ク，ゴパノヒノキ乙/ダ，ムギラシ，コヨヲラクラン，セツゴク，マメズタ

ラシ，ナシカクラシ，マツパヲン

林床植物: リュクビシタイ，クワズイモ， ヒロハノコギリ Vダ，乙/ロヤマ

tノダ，ブモト νダ，へラ乙/ダ，乙/マエビネ，ツクジヌスピトハギ，アオノ

クマタケラシ，ヤブミョクガ，ヲマノミツパ，キッコクハグマ

b. 針広混交樹林帯中のマツ帯

~ 
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前者とは，クロマツ，ヤク乙/マゴヨワ，モミなどの針葉樹が常縁広葉樹林に混生して

いる点と，着生植物の種類が前者より少し多いことで異なる。

前帯に全くないが，あっても量の少ないと思われる蒼生植物: ナゴラン，フクラシ，

ホソヒモヨクラクヒノミ

この，常にのみあるもの: イナパラン，ムラサキムヨヲラシ，キシギンソク Jレリ ν

.ャクジョク，ホヲサイラシ

4) 針広混交林帯(スギ帯)

喬木層: スギ，モミ，ヒノキ，ヤマグノレマ，タプ，サカキ，ユズリハ，ヤ

マモモ(常緑)，ハリギリ， コハヲチワカエデ，アカ vデ，ヒメνャラ，ヤマ

ボクv，ナナカマド(夏緑)

潅木層: ハイノキ，サカキ vキミ，サクラツツジ， ミヤマvキミ，アオ

ツリパナ

林床植物: ホワライイヌワラビ，へピノネゴザ，ベニνダ，キジノオ乙/ダ，

ツノレアリドヲν，ゴケジノブ科，キッコウハグマ， ヒメカカラ，オオゴカヨ

ヲオヲレン，ムラサキフタパラン，キソチドリ，ヤクる/マヒメアリドヲる/ラ

シ，ヒメキクタビラコ，チャボホトトギス，ツチトリモチ

着生植物: ツリ νュスラシ，ヨウラクラン vνシラン，オサラシ，ムギラ

シ，アツイタ，フササジラシ，マメズタラシ，オオクボνダ，カミガモ Vダ，

アク vパモドキ，ゴケ νノプ科，アオツリパナ

そして群落として，スギーツガ-vロパイーベニνダーキジノオ Vダ群叢をあげ，1500

mあたりではスギ，ツガ，ハイノキが優占種となることをあげている。

5) ヤクザサ帯

ヤクザサ帯は 1700mから最高所までを占め，ヤクザサ群叢と称、すべきものである。

木 本 : ヤク乙/マ Vャクナグ，ツク主/ビャク νシ vャクナンガシピ，アセビ，

濯木状のスギ

最後にその植物帯と気候的関係を示すために，山麓帯，スギ帯，ヤクザサ帯の 3帯の

植物のあらわす， RAUNKIERの生活型の表をあげる。

生 活 型 表

地 帯 |種類 S E MM M N CH E G HH  TH 

山麓帯(安房) 297 。 9 8 20 15 11 12 5 1 24 

杉帯(小杉谷) 145 。 8 10 21 17 10 21 8 。 5 

ヤクザサ帯 94 。 1 。14 19 4 49 7 。 5 

標 準 表 400 1 8 6 17 20 6 27 8 1 13 
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ζ の表より見ると，東部の山麓帯にある安房では，着生 (E)，大型挺空植物 (M)がやや

多いことがわかる。また夏生一年生草本 (TH)も多いが，これは開墾などにより，外来の一

年生の雑草が侵入したためで自然のものではあるまい。 小杉谷では巨型挺空植物 (MM)，

大型挺空植物が多く，また地中植物 (G)の多いのが目だっ。ヤクザナ帯では半地中植物 (H)

が多く，寒い気候の地帯で~るのと一致している。

.> vi. 今西錦司 (IMANISHI，K.) (1950) 

今西氏は 1950年暖帯林に「屋久島の垂直分布帯」と題して論説を発表しているが，こ

れを要記する。

“ここに云う垂直分布帯とは単に類型的にちがった，植物帯，もしくは森林帯の垂直的

配列を指すのではなし、"として吉良竜夫氏の温量指数による森林帯の区分法をここに適用

し，実在する植物帯との聞の不一致を樹種の欠除，孤島の特殊気象より論じたものである。

論文中にかかげられたる理論的植物帯区分と実在植物帯との図式をここに再録すれば

次の如くである。

宮之浦撤 193om 宮之渇織 193om

暖帯常緑広葉樹林
殴帯常緑広葉樹林
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第 2図森林帯概図

Fig. 2. IMAN1Sl王1'sforest belt (left: real belt， right: thωr~tical belt) 

“これを見るに亜寒帯常緑針葉樹林の生ずべき山頂部はヤクザサの原によって占めら

れ，温帯落葉樹林帯にスギ，モミ，ツガ林が発達している。そしてその下は両者共暖帯常

緑広葉樹林となっているが，ここにおいて今西氏は仮令第一層にスギ，モミ，ツガの優占

するも下層に暖帯常緑広葉樹を有するものはこれに属するものとして認めており，その実

際の上限は理論高度より約200m低くなっている。沿岸帯には理論と同じ帯を実際にも認

めている。

上述の差異の生じて来る原因について今西氏は亜寒帯針葉樹林，温帯落葉広葉樹林の
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欠除は樹種の欠除に起因するものとし“屋久島には温帯落葉樹林の代表葎が存在したい為

ツガの占めるところとなっていモミ，にそれによって当然占められるべき地位までスギ，

るのである"と云っている。

また暖帯常総広葉樹林の上限が理論値よりもかなり低い事に対しては屋久島の特殊な

気象条件をあげ“そこでこのちがいの生ずる理由を考えてみなければならない.第 1に考

しかも島の大きさ海上に孤立した島で，えられるのは屋久島の特殊な気候的条件である。

上昇気流が何時でも山の上では雲になり雨に比してその垂直的な肢節が著しく大である。

すなわちそれは営林署で今迄試みられた気象観測の結果からも判る事である。となる。

としその上は殆んど毎日必ず雲に包まれているのだから"800-900mをさかいとして，

て多雨の為植物の実際に利用し得る温量が減少することに由るものとしているー

vii. 高度による樹種分布

(Distribution of the trees and shrubs according to the altitude) 

回代善屋久島樹木の高度による分布的位置に関しては鹿児島大林区署の委嘱により，

そしてその発表は天然記念物調査報告植物太郎氏が調査したものが最初の記録であろう。

ただし同氏は便宜上7帯に分類してい之部第5輯 75-92頁にあるので，これを採録する。

る“

屋久島森林植物垂直分布表

(Deciduous tree); Lycopod伽慨は原文のまま

o 11ω300 600 10∞ 1500 

Name of tre凶&shrubs 樹種 100 300 600 1000 1500 1800 

Cr百Z話ω川村ajaponicα スギ ・・十十

Abi68 fiγma モミ

TsugαSieboldii ツガ

C加 mαecypa巾 obtusα

P伽 usd側 siflora

日叫叫sTh叫 叫bergii クロマツ

P仇加 Aγmandi タカネゴヨウ

Sab伽αchinensI8var. saγgenti 
ミヤマピヤクシン

カヤ

樹
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十

十

脅

養

十

十十十
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ヒノキ
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十

?
・
十
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四
r
-
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-
?
・
十
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9
・

十

Tωoreyα冗官cifeγα

Cephalotαxus Harrington似イヌガヤ

Podocarp蜘慨仰γ叩hyll叫 S ?キ

Podocαrpus Nagi ナギ

x Salix Siebold匂叫α ヤマヤナギ

xSali切 chαenoηwlo必68

Myricαru伽・α

アカメヤナギ

ヤマモモ
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o 100 30σ 印o 1000 

Name of trees &ぬoubs 樹種 100 3∞ 600 1000 15叩

xCarp例制 t仏riftot'a アカシデ ・ ・ 十十十

xAl，ω fir伽ヤシャブシ

C倒的削'p8U3cU8pidatα 

Pωania eduli8 ?テパジイ

Q叫erCU8glαUCα アラカシ

Querc叫88alic伽α ウラジロガシ

QuerCU8 ac叫tα アカガシ

QuerCU8 phulyraeoide8 ウパメガシ

xc，αstαnea Cγ仰叫ta クリ南栗生

xQue1'culIαcutis8imα クヌギ南生

xAphα叩 nthe悶 perα ムクノキ

xCeltis si陶叫si8var.}α伊叫ica

x Jilicus erectα イヌピハ

xFi己U8erectαvar. Sieboldiホソパイヌピワ

xMo問 8bombycis ヤマグワ

，Ficu8 Wightiα%α アコウ

Ficu8 retusα ガジュマル

，Vulebruneαpodunc叫latα ハドノキ

Helici，αcochinene畑 is ヤマモガシ

昨 och叫endronarαt伽冶8

Illiciu'Yf志向ligio8um シキミ

Micheli日 compre8α オガタ?ノキ

Machu'伽 Thunoorg必タブノキ

MαChUU8 }α.ponicα アオガシ

Act伽oduph叫elongifoli，α パリパリノキ

Neolit8eaαcic叫1αtα イヌガシ

Neolit8ea 8e付ceα シロダモ

.Lit8eαjaponicα ハマピワ

Cin侃αmomum}αponicum ヤブニクケイ

α.nnαmomu悦 Cαmphorα クスノキ

xL伽deraerythrocαγpα カナクギノキ

x Lindera citriodora アオモ U

xCrαtαevαreligio8α ギヨボク

Pitto8por旬 刑 Tobirα トベラ

Distylium rαcem08唱悦イスノキ

xpγunu8 Sp. ヤマザクラ一種

Pru側 8Zippel'伽隅バクチノキ

xSorb畑 αt叫folia アズキナシ

xSorb畑 commixta ナナカマド

Rα.phioleμ:8 umbellatα シヤリンパイ
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Altitude 高度 (m) 。100 300 600 1∞o 1500 1800 

Name of trees & shrubs 樹種 100 300 縦訓日 1000 1500 18ω 

xAllrizzωJulibris8仇ネムノキ 十 十 十 十

Cotri8 T.αchibα，na タチノてナ 十南

xZantho噌 lumau，αnthoides 
十 十 十 十 十

カラスザンショウ

xEvod'似 glαucα シマクロキ 十 + 十

xPicr倒押協 quαssioides ニガキ 十 + 
xMallot糊 ja，p側必制 アカメガシワ 十 十 十 十

Daphniphyll叫m Te~タmヒα相メ似ユ
ズリハ

十 十 十 十

Daphniphyllum mαcropodum ユズリハ 十 十 十

x Aleurites cordαta アブラギリ + 十 十 十 Fト

xGlochidIl初Zobovatum カンコノキ + 十 十 十 十

Gloch似合m hongkωzgen卵
十 十

カキパカンコノキ

Bucus m伽 ophyllavar. j<α仰アサ仰7αツゲ 十 + 

xRh明 succedaneα ハゼノキ 十 十 十 ? 

xRh叫8ch伽 ensis ヌJレデ 十 十

llex rotundα クロガネモチ 十 十 + ワ

Ilex integrα モチノキ 十 十 十 十 十

Ilex Hancea時四 ツゲモチ + ? q 十

Ile."C pedunc叫l08α ソヨゴ 十 + ワ

llex cren白tαvar.Mutchα'ga~・a
十 十 十 十 q 

シマイヌツゲ

llex crenatα イヌツゲ q 守

Euonymus japonic叫8 ?サキ 十 : 

xE叫8caphisjap側 icα ゴンズイ 十 十 十 イー

Tm・pin仰 ternαtα ショウベンノキ 十 十 十

xAcer i'伺8ulαre シマウリカエテ‘ 十 十 十 十 十 十

xAcer S.ぉboldi，αn叫伽 コハヴチワカエデ 十 十

Melias官協 γigωα ャマピワ 十 十 十 十

xRhαm飽uscr側 αta イソノキ 十 十 十

Elaeocaγ'pus japonic1柑 コパンモチ + 十 七 十 + 
~. 

Elaeocαγpus 81μve8tr伝 ホノレトノキ 寸言 十 十

Hめisc畑 Hanωbo ハマボウ 十

Cαmellia japonicαvar. j，αFヤonブicツα 
パキ

十 十 + 十 十

Ca骨wll似品宮仰quα サザンカ 十 + 十 十 十南

Ternstroem'似 gymnthera モクコク + 十 + 十 十

Cleyera japonica サカキ 十 十 十 十 十

Eurναjα:ponicα ヒサカキ 十 十 十 十 十

Eur仰 jα伊仰αvar.yαkU8himensis
+ 十 + ヒメヒサカキ

Euryaemαγgi叫αtα ハマヒサカキ 十 + ワ

xStewart伽慨仰協delphα ヒメシャラ 十 十 十 十 十 十
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Altitude 高度 (m) 。 1ω 300 6∞ 1ω。1500 1加。
Name of trees of shrubs 樹種 1伺 300 6ω 1ωo 1500 1800 

xldesiαpolycαγ'pa イイギリ 十 十 十

Xylosmαjα:ponic叫m クスドイゲ イ司

Elaeag側 8att側 uatα コウヤグミ? 十 q 

xLα，gerstγoem抑制bcostαtα
シマサルスベリ

イー 十 十 + 
.. Syzyg仰で buxifolium アデク イー 十 十 十 十南

XAlangi叫mprem犯グ'ol似m シマウリノキ イ司 十

xSyzygium Jambos フトモモ 十 十

Kalopanαx pictus var. lutchuensis 
ミヤコタn ラ

十 十 十 十

Dendrop側聞かifid協力クレミノ 十 十 十 十 十

SchefferαoctophyU，α フカノキ 寸ー + 十 十

xArali，αel，αt日 タラノキ 十 十 十 十

xAraliαelatαvar. subinermis メダラ 十 十 十 十

xσ'orn抑 Km日α ヤ 7 ボクジ 十 + 十

xCorn制 bγαchypodα クマノミズキ 十 + 
xClethrαbαrb伽erψis リョウブ 十 十 十

Rhodoe四dro叩 Tαshiroi サクラツツヨ 十 十 十 十 + ワ

Rhododendron Metternichii var. 
十 十 十 十

yαkusimαnu押Z ヤクシマシャクナゲ

Pieris jap側 ica アセピ 十 + 十 十

ArdisiαSieboldi モクタチバナ 十 十 + 
Rapαnαeα neriifol'旬 タイミンタチバナ 十 十 十 + + 
Dωspyros Moγγisilα叩α トキハガキ 十 十 十 十

〉くDiospyrosLotU8 var. glabrα シナノ力、キ 十 守 ワ 十

Symploc08制 .yrtaceα ハイノキ 十 + + 十

勾mplωosg:'αuca ミミスノ〈イ 十 十 十 十

Symplocos pru況が'oli.α クロパイ 十 十 十 十 + 
五iym〆OC08chinonsis var. leuサCO，ワcαフ叩タαキ

.forma. pUOsα 
十 十 十

Symplocos lucidα クロキ + 十

Symploc08 T.αnαkαe オニクロキ 十 十 十 十

Sy1カnpンloザ'coブaラthフ00ノphキT伽(オtαオ4パ'ol伽ノキ中井博士) 十 十 + 

xStyr仰 jap伽 icα エゴノキ 十 十 十 十 十

Ligustrum jlαpo叫:icum ネズミモチ .十 十 + 十

Osmα鈍thusZe叩taγoanus ナタオレノキ 十 十

x.Eh何 t似 ovalifol，似チシャノヰ 十 + つ ? 

xCleγodendγon trichotomum クサギ 十 十 十 十 + 

XPre慨 ηαjα，ponicα ハマクサギ 十 q 

Ad伽 αpuuliferα ヲニワタリノキ 十 十

Viburnum Awαbuki サンゴジュ 十 十 + 十

x Viburnum furcαtum ムシカリ + + 



'16 

Altitude 高度 (m) 。 100 300 印。 1000 1500 18ω 

Name of trees &ぬrubs 樹種 100 300 ωo 1000 1500 18ω 

PhyUo8tachY8 bambu80ides マダケ + + 

S伽oαγundinαriααureα ホテイテク 十 十

Arund伽αγiagramineα タイミンチク 十 十

品 8aj'α:pon化α ヤダケ 十 十

80，3α0ωatαrii ヤクシマザサ + + 9 十 十 十 十

Aru冗doDonαx ダンチク ート

sk幼ataeaKumα8αcα オカメザサ q ヲ

Smua.1: bゆ m ヒメカラ + + 十

Chlora鈍th制 glaber センリョウ 十 十 十 + 十

T仰 ulusYador悩オオパヤドリギ 十 十 十 十

Kort，加 lseUαjap仰伽 ヒノキパヤドリギ + 十 十 十

Coccul包8laurifoliu8 コウシウウヤク 十南

x Hydrangea 8candens ガクウツギ 十 十 十 十 十

xHydrangeαsp. ガクウツギ一種 + 十 十 + 十

XR08αmultijtorα ノイバラ 十 十

R08αOnoei ヤブイバラ 十

R叫b制 Grayα附 S リュ守ユウイチゴ 十 十 十 十

R叫bU8rWisoide闘 ピロウドカジイチゴ 十

X Rubu8 croceacαnthus オオパライチゴ 十 十 十 十

xRubus ulecebr08間パライチゴ 十 十

xRubus myr拘 den叫8 コジキイチゴ + + 
xL倒 pedezabicolor fOl"m. acutifol拘 ハギ 十 十

xLes.伊dezacy.ωbotrya "ノレパハギ 十 十

x Desmodium cαudatum ミソナオシ 十 十

xMααckiαTα8hiroi シマエンジュ + 
Skimmia japonica ヤ7 シキミ 十 T 十

xZ4側.thoxYlum8ch的ifol伽m
十 十

イヌザンショウ

xZαnthoxylum piperitum サンショウ 十 十

xZanthoxylum pl，αnispinum 
+ ワ

フユザンショウ

xPhyU，αnth蜘 flexU08U8 コパンノキ + 
A叫 idesmαjaponic旬仰ヤマヒハツ 十

M icrotropis japonicα モクレイシ +南

xE'旬onym蜘 yak制 h勿w相8I8 アオツリパナ 十 十 十

xH~必抑制怖utαbüis フヨウ 十 + 
xUrenα lobatα var.8cαh・似scul，α

十
オオノ〈ボンテンカ

×説記tαγ加 mbifol伽キンゴジカ 十

xSt，αchyurus praecox キブシ 十 十

xSt，αchyurus 抑制C帥 var. キプシ一種 十 十

xWi，帥tro仰n~α y'αkusi押担問i8
寸? 十 9 + シマサクラガンrピ
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十

十

xW必8troem仰 Gαnpi

Dα，phne k似 S俗世α コショウノキ

xEl，α四 :gn糊 uゆ eUαtα アキグミ

KαndeliαCαndel メヒ Jレギ

Bred似柏戸8utα

Fatsia japon必α

Aucubαjα:ponicα アオキ

Rhododendron伽dicum

Rhododendron Kei8kei ヒカゲツツジ

x Tripetaleiαpαniculαtαvar. lαtぴ'olia
ホツツジ

樹種

コガンピ

Name of trees & shrubs 

ハシカンボク

ヤツデ

サツキ

十

十

十

十

十

+ 
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十

十

十

十
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十
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十
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十
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十
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十

十

十十

十

十

ワ

十

十

十

十

+ 

十

+ 
ワ

十

+ 

xViαcc伽伽m yaku8h伽ul附 6

アクシパモドキ

ヨウラケツツ:;xMenz匂siapuγ'pur.侃

Maesa j切ponica イスセンリョウ

且laesαtenera シマイズセンリョウ

Ardisiαeγ側 αtα マンリョウ

Ard必4α quinquegonα ミヤマアクチ

Ardisiαcrispa カラタチバナ

Ard必4αjα;po耳ica ヤブコウ:.;r

Ardis似 pu8illα ツJレコウジ

08骨Zαnth叫8ilicifoli湖ヒイラギ

Buddle}α仰 neniferα ウラジロフヨウツギ

xCallicaγpα japo処.icα ムラサキシキブ

xc，αUicαrpα ムラサキシキブ大型

CaUicαrpα骨ωlli.o， ヤブムラサキ

xCallica叩 αskikoki側四

ヤクシマコムラサキ

x Vitexγot四叫.difoliα ハマゴウ

Ly.抑 not伽 pαuciftoγ闘

Dα刑問canthu8伽 dicU8

Gαrdeniαj回 m伽oide，q

form. grα托diftoγ日クチナシ

Lasiαnthu8 Sp. レリミノキ一種

Lasianth畑 sp. レリ zノキ一種

Psychotγ似 rubra リュウキウアオキ

TαrennαGyokushinkwa ギョクシンカ

Vibur句協mj'α.po叫icum ハクサンボク

xVibu問視m urcωlat叫伽

var. procumbe附 ミヤマシグレ

Lνc叩od伽m obscurum 7 ンヰト/スギ

Lycopod伽m cernuum ススギ

Lycopodium serratt棚
form. inte附 wdiu郁

シシンフン

アリドウシ

トウゲシパ
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Name of trees & shrubs 

Lyc叩 od似 mTh叫nbeγgi，α叫担問

var.宝'hunbergii ホソパトウゲシパ

Lycopodium Sieboldii ヒモラン

Lycopod仰明 Phlegmαγ旬 ヨウラクヒパ

Lycopod似 m cryptomeriαm叫肌スギラン

ヒモヒメスギラン(新称)

Lycopodium Fordii ナンカクラン

xSmuax Chinα サルトリイバラ

Smu，仏xstenopetαfα サツマサンキライ

Piper K，αdzurα フウトウカズラ

Ficu8 pumil，α オオイタピ

Fi.c明8stipulatα ヒメイタピ

Ficus nippordcα イタピカズラ

Cudrαni，αcochinchinenllis 
var. gero旬togeα クヮクヮツガユ

xClemαtis Pierotii コパノボタンズ Jレ

Cle怖 αtisM a."CImowiczi，α旬。センニンソウ

Clemαtis crass包了。liα
タネガシマセンニンソウ

Stauntoniαhexaph，llllα ムベ

CocculτlS truobus アオツヅラフジ

Stephα弛fαjαpo弛ica ハスノハカズラ

xSchizophrα.g1閥 均d何時geoides
イワガラミ

xHydra叫geαpeUo!aγis コトウズノレ?

Rosu Wichurαianα テリハノバラ

xR叫buspα":.vifoliu8 ナワシロイテゴ

Rubu8 Sieboldi ホヴロクイチゴ

R叫bU8B百四・'geri フユイチゴ

Rubus pectinellu8 コパノフユイチゴ

xc，αe8αlpiniαjαpo相icα ジャケツイバラ

XPuer・αrllα lobatα クズ

Bαuhiniαjα.por.icα ハカマカズラ

Entadαphα8eolo似e8 モダマ

xRhu8α押tbig叫α ツタウ Jレシ

Cel，日8tru801・bic叫lat叫8

var. punctut叫8 テリノ、、ツ Jレウメモドキ

xTripteγygium Regelii クロズJレ

x Ampelop8is brevipedunculuta 

xp，αγthenocis8u8 tricuspid，αtα 

xVit臼 flexu08α サンカクズJレ

xVitis Thuηbergii エピズノレ

x Ampelop8i8 leeoidell ウドカズラ

xVitis sp. ブドウ一種

ノブドウ

タ
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100 300 600 1000 1500 1800 

300 600 1000 1500 1800 

Altitude 高度 (m) 0 

100 

xActinidi，ααrgutα サルナシ

Act伽id旬 γuj，α ナシカズラ

Elaeαgnus glαbra ツJレグミ

Elaeα:gnus mαcrophyllα 

Heder，αrho骨伽α キズタ

Gα1'd1昭 riα鈍utαns ホウライカズラ

Trαchelospermumαsi，αticum 
テイカカズラ

A冗odendronα¥ifine サカキカズラ

Mαγsdenia tomento8α キジョラン

Stephanotis j<αponicα シタキソウ

Tylophora japonicα トキワカモメスソレ

Hoyα6四γnosα サクララン

ツルクチナシ

U四cariαrhynchopylla カギカズラ

Psychotriαserpens シラタマカズラ

xP，αederiαscαndens ヘクソカズラ

Lonicerαhypoglαucα キダチニンドウ

Loniceγααffinis ハ7 ニンドウ

Lonicerαjα，ponicα スイカズラ

サダカズラ? (新称科属不明)

Lycopod仰 m clα，vat叫m ヒカゲノカズラ

Lycopodium sαbinaejolium var. 
stichense タカヰヒカゲノカスラ

樹種

十

Name of tr四 '3& shrubs 
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(Forest belts) 森林 物植 帯Vlll. 

ーは二つの系統がある。従来研究した諸氏の森林植物帯の学説をここに総合すると，

これを下に表示

正宗!今西|初島[

海岸地帯および低地林植止|亜熱帯常緑潤葉樹林借| 海岸地帯 |沿岸(亜熱帯および

(100竺竺)'1"1'0

1

113.:...1....1 ~;'>'Ç~-(円。ヤでï"":J__ (1山一千竺)- i-2おZFA)
常緑潤葉樹林幣 | 暖帯広葉樹林 ! 広葉 樹 林 得 |低山帯(照葉樹林帯)
(100-800 m) (1ω900 m) (100-800 m) (1ω-800m) 

混交林帯 | スギーモミーツガ槽| 針広混交林帯 |山地帯(暖帯針葉樹林帯)
(800-1600 m)900→ 1800 m) i (800-1600-1700m) I (800-18OOm) 

ヤクザサ帯 i ヤクザサ幣 | 高 地 帯 l 
(1800 m以上 (1800m以上 I(1ω0-1叩Om以上) I 

ーは田代，荒川，柿木，

舘 脇

山頂帯(笹帯j

(1800m以上)

山根の諸氏である。初島の諸氏で，今西，

してみよう。

正宗，
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¥¥人名 i
品三ここ ~I 代 | 山 根 | 柿 木 | 荒 JII 
帯名¥¥¥| 一一一 一--'一一一一一一一一一一.1. .1if); :Iffb 海岸林および | 

沿岸槽 i110M111o t 2 J l低間生 i脚 下 位 植 生

下部|品鵠F葉樹帯 lIa空間葉樹帯 i 常緑広葉樹林帯 I 0-回日ωm
-~~;:n 200-500-印Om I /ヘ -500-日OOm I -500-削Om UVV'-VVVJ..U 

山 i 盟 I~画融扇F丁一面通商葉鴎 l 推移地帯 l暖帯下位お王百王百
で2::I 500-600 回0-600 I 500-600 聞の移行地帯植生

|--900-1000m I -900-1000m -700-800m '500-600-700-800m 
岳 1---: AYJJ  

| 盛針葉樹帯 | 針葉 樹林帯 i 針広混交林帯 ! 暖帯上位植生
上部 I900-1000 900-1000 700-800 印0-71ω--800-900m

幣 1*画1---=1ω0-1印Om -1側 -15四 m l ーおω~1600m l -1500m 

葉帯| 萎縮針葉樹帯 l萎縮性針葉樹林帯|鵠当高林植生| 温帯性植生
11ω0-15ω-1初OmI 1ωo一目的m i -1600~1mm 11閃0-1700-17印m

草 原干響 草 原 帯|山頂地帯!高地原野績生
山 頂帯 1初Om以上巾 1ωOm以上 1 1ω0-1700 m以上| 17m-19お m

以上諸氏の分布式を見るに，第一に起るのがか-lOO-200mで切るかどうかというこ

とで，荒川氏だけが暖帯下位植生として 5-600mまでを一つの林帯とした。 これは無理

もないことで，私の調査帯状区 [3-a)タプノキ林を見る時うなずかれてくる。しかし後で

帯状区 [l-a][2-a]で示すように O-lOO-200mまでにはメヒノレギ林(海岸地帯の特殊地点

のみJ，アコクーガジュマノレ林というもののでてくるのを見ると，今西氏の亜熱帯常緑潤葉

樹林もうなづけるのである。 しかし事実この林帯は両者の混交で，屋久島の位置をよく物

語:6ものであり，私は語実上から亜熱帯林も出現するという事実を率直に認め， (メヒノレギ，

アコヲーガジ A マノレは島の南岸に見られるL しかもそれを海抜 200m以下として沿岸帯

(亜熱帯暖帯混交林帯)と名づけたい。ここに山麓帯という語を使用するのは，地質学上の

問題もあるので避けられたら避けた方がよいであろう η

第二帯は 100-800mの聞で，私はこれを地形的にいうなら低山帯，生活型的にいうな

ら常緑広葉樹林帯，森林気候的に見るなら照葉樹林帯と名付ける。これも前記諸氏と本質

的には全く同意、で語実を少し変化したに過ぎない。

第三帯H.地形的にいうなら山地帯，生活型的にいうなら針広混交林帯である。この帯

は一見針葉樹林のように見えるし，田代，荒川の諸氏は全盛針葉樹林帯，針葉樹林帯，今

西氏はスギーモミーツガ帯としている。また河田博士はことを特にスギ・モミ・ツガーν

ダ着生林帯とスギ・ツガ蘇苔着生林に分類している。しかし大きく見ると混交林帯なので

正宗，柿木，初島の 3氏は針広混交林帯，荒川氏は暖帯上位植生としている。事実この混

交の実態、に関しては将来の研究を要する。夜、の調査帯状区を見ると，ここは一見針葉樹林

の観があるが，研究をした対象がスギ林を主体とし，モミーツガ林を副としたため，私の

帯状区はことごとく針葉樹の純度の高い部分に留まったのである。

それからこの混交林帯の上部に田代，柿木， dj根 3氏は萎縮性針葉樹林帯を認め，荒

-町

.. 
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川氏はこの帯に温帯性植生を認めた。しかしここまではプロラ的に見れば暖帯植生であり，

山が急激に立つために，冷温帯の広葉樹林帯を欠如しているのではあるまいか。そしてこ

こにも屋久島の分布的特徴があるのではなかろうか。

今西博士の高度指数が正宗，初島両博士の指数と比較し，全体を通じ多少上廻ってい

るが，地形的にいうなら，これは問題とするに足らない誤差である。そして最後が高地帯，

生活型的にいうなら笹帯となるが， これは 3氏とも大体一致している。

以上諸氏の命名法を見ると，荒川氏は気候的森林植生の命名をし，回代，山根両氏は

地形と生活型を併用している。正宗，初島の両氏は気候的森林植生と植物区系的優占要素

を主として命名している。

最後に私は現在これらの森林帯を決定的に名付けまた定義付ける勇気を持たない。そ

れは私の手許に航空写真と森林調査簿表を有せぬが故であり， もしこれが手許にありとす

るも，最初に記したノレ{トのように私の調査した範囲は主として針葉樹に富む下屋久営林

署の重要地点に限ちれていたがためである。

4. 植物分布と環境要素

(Plant distribution and environmental elements) 

屋久島植物界の特性に対しては今までに種々の環境要因が論及されてきた。そしてそ

の大綱は論じ尽くされているように思う。その環境要素を簡略に3方面から考察して見ょ

う。

i.地質 (G印 logy)

屋久島は日本列島弧の地体構造線と密接な関係を持つ島である。九州の骨格をなす日

本列島弧の九州山系は，大隅半島の先端で，地殻変動のために海中に沈波したが，これら

の山岳の高地部のみが離れ島となって海面上に撞頭し，種子ケ島や屋久島となったものと

解釈されている。従って屋久島の地質は大隅半島肝付山塊の地質と全く同様で，基盤は中

生層に属する粘板岩，砂岩，珪岩の累層から成り， これらの岩層は鳥の中央部を占める花

岡岩によって貫かれている。花闘岩は本島の大部分を占めている。このはなはだしく解析

された花商岩地域は，一般に急峻な地形を呈しており，なお海岸に沿うて，西北部を除く

3方に低い台地が幅 2-4kmをもってとりまいている。この台地は山麓面でなく，海蝕に

よって生じた平坦面が，隆起してできた海蝕段丘で，ここを亜熱帯林と暖帯林が混在する

沿岸帯が占めている。そして花闘岩地帯とスギ林，水成岩地帯と常緑広葉樹林との関係は

すでに正宗博士にょっ:て述べられている。またスギの分布は日本列島弧に対する屋久島の

地質学的位置を保っていると見てよいだろう。
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ii. 近隣海洋の水深(第3図)

(Depth of the sea around the Island of Yakushimal 

大隅海峡は水深が浅く，深度 100mを越

えていない。ところがトカラ海峡の水深t士 、、

2000mに達している。分布的に見て本島の植 l 

物が，奄美大島，琉球諸島と分離して，九州

本島との密なる関係を有する理はここにひと

つの理由を見出し得るのである。つまり本土

と陸続きであったものが，比較的新しい時代

に海浸によって島となったと解釈されるので

怠る@

iii. 気 候 (Climate)

屋久島の気候は位置よりして海洋性であ

り海岸部では 4季霜を見ない地帯が多い。こ

れをー湊測候所の調査で見るに 7月は 31.20
C

2月3.70Cで，年平均 190C(海岸線年平均は

200C内外)であり，霜は 20-23年迄年1凶降

霜があって以後これを見ていない。雪は 1944

年3月11日以来降っていない。 島内部は

2000mに近い諸岳を有するために沿岸地帯

との差が甚だしいが，標高 700mの小杉谷事

第 3図 屋久島附近の海深図

Fig. 3. Depth of the sea around 
the Island of Yakushima 

業所をとってみるに，年平均気温 16
0

C，12月から 3月までは降雪を見る。降水量も海岸地

帯では年3000mm内外であるが，標高を増すにつれ増加し，奥岳頂上附近では約10000mm

に達する。 降水日数はー湊測候所の例を見るに 1949年において 235日γであったと記録さ

れている。そしてまた雲層線が問題になってくる

季節風は春から夏にかけては一般に東または南東風が多く，秋冬は主として北西風で

あり，島の両側における雨量もこれに従って変化する。またこの島は髄風の針路に当りそ

の影響を受けることが大きい。なおー湊における平均風速は 5.93m，最・大風速 32.9m，瞬

間風速は 43.6mとなっている。

おわりに主要地の月平均雨量をあげれば次の如くである 2
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観測所

Plot 

(Note3 on the climate) 

| 観測年数 | 
l{年)
|Yearsdl 
observation! 

28 

観測期間
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録
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森林植生の解析 (第1頁第1図参照)

(Analysis of the forest vegetation) 

ll. 
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(p. 1. Fig. 1.) 

(TATEWAKI， M. &. MISUMI， T.) 亨三角操，舘脇

著者が第 1に着眼したのはスギ林であり，次がツガーモミ本島森林を解析するため，

そ Lて柿木氏によ

れば，全面積の 55'1，占，分布高度にして 500-1700m，安房川が杉の分布の中心になってい

る。屋久島における杉の分布に関してはすでに荒川，正宗，柿木，今西諸氏の論述がある。

これは屋久島といえば何人も杉林を想起するがゆえである。林である。

従つ中でも正宗博士は屋久島の花嗣岩が組粒の長石を成分とすることから崩壊しやすく，

その地帯は山崩れが多い点をあげている。雲につつまれる日が多い雲層線(800-900m)と

安岡氏の四国魚梁瀬の研究はて屋久島のスギの関係については今西博士が述べているが，

注目すべきである。

ここのメヒ Jレギ林とアゴクーカジュマノレ森林植生の解析は次いで亜熱帯林に着目し，

群落説明補正的に暖帯広葉樹林に関して渓畔のイスノキ林，海岸近きタプノ林に寵意し，

その箇所と群落(基苦手叢)と海抜高を示すと，次の如ケヲパメガν林をとって見た。キ林，

くである。(第 1図)
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1. 栗生川川口附註(第4図)

Near the mouth of the River Kurio (Fig. 4.) 

栗生の部落に近い栗生川川口は白砂背松

の地で，南に口永良部島を眺める勝地である。

白砂青松の地は屋久島としての砂正林植生を

観察するのによき地であり，また川口に近い

川畔のメヒノレギ林もまた興味ある地点であ

る(第5図)。泥土に生じ，満潮時には海水に

浸るところで，よく純叢景観を保っているが，

正宗博士によればところにより若干のハマボ

ヲ， νマエシジュ，ヒトモトススキを生じて

いる。なお同博士は栗生川川口のメヒノレギに

つづくハイキピ群落につづいてツキイゲ群

叢をあげ，スナズノレ，ハイキピ，ケカモノハ

ν，ハマゴヲ，ハマオモト，テリハノイパラ，

グシパイヒノレガオ，ハマヒルガオ，ハマグJレ 第 4図 栗生調査地

マなどを従属的としている。

十

Fig. 4. Kurio (1/50000) 

" 50柿

第 5図 栗生におけるメヒルギの分布域

Fig. 5. Area of pure fore3t of K，αndeli.a Candel at Kurio 

[1. a]帯拭区 (10xO.5)m2 メ ~)I，.ギ純叢 (写真第 1図版 1)
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川岸寄りにメヒノレギ群落の先端近くから帯状区をとって見た。 この部には殖民的なも

のがなく，高さ1.3-1.5mのものが多かったのは面白い。この群落は全くの純群落で他種
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を混生していない。

この帯状区は内陸寄りのメヒノレギの高いところにとってみたものの 1 例である。 O~

4.5m聞は樹高 1-2mのものが多く， 4.5-5.4 m 聞は樹高1.5m 前後， 6-10mまでは樹

高1.4m以下ということになる。そして樹高 1-2m，直径 1-3cm，根元直径 4-6cmの

ものが最も多い。本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば第 6図，また 3区聞を通じ

ての樹高階別と直径階別と桜本直径階別の本数を表示すれば第 1表，第2表，第3表とな

る。

/ 

ミ注ρ??JQ杭1P岬 dP
第 6図 [1. a]帯状区 メヒ Jレギ林

Fig. 6. [1. aJ Belt-transect in the pure forest of K，αndeUa C，αndel 

第 1表 [1. a]帯状区樹高階別本数表

Table 1. Number of trees in each height grade in [1. a] belt-transect 

Height 樹高 (mi 。 0.5 1.0 1.5 2.0 

Distance 距離 (m) 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 

0-4.5 2 2 12 1 

4.5-5.4 B 

5.4-10 1 5 9 

Total 言十 8 5 14 12 1 

第 2表 [1. a]帯状区直径階別本数表

Total 
計

明

M

8

5

35 

Table 2. Number of trees in each diameter grade in [1. a] belt-transect 

Diameter 直径 (cm) 。 1 2 8 4 Total 
計Distance 距離 (m) 1 2 8 4 5 

。-4.5 7 7 2 1 17 

4.5-5.4 2 1 8 

5.4-10 8 6 8 1 2 15 

Total 計 8 13 12 4 8 85 
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第 3表 [1. a]帯状区根本直径階別本数表

Number of trees in each basal diameter grade in [1. aJ belt-transect Table 3. 

3 4 5 6 8 9 11 

4 5 6 7 9 ro D 

1 3 4 2 ・ 1 ・ 17
1 ・ 1 ・・・ 8

2 2 ・ 2 1 1 15 

1 35 

Total 
計

1 2 

Distan巴e 距離 (m) 2 3 

0-~5 2 4 

4.5-5.4 
5.4-10 

Basal diameter根本直径 (cm)

1 

1 3 3 

5 7 2 2 8 6 6 8 計Total 

メ包)¥，.キ粧林帯拭区 (12xO.5)m2 [1. b] 

本帯状区は[1.a]帯状区に接続して内陸に向って樹高の高いところにとった。

樹高階別本数表，直径階別本帯状区の林木配置および樹冠投影を図示すれば第7図，

第5表，第6表の如くである。

W鰍附I:m/~h;
本数表，根本直径階別本数表を示せば第 4表，

第 7図 [1. b]帯状区 メヒ Jレギ林

[1. b] Belt-transect in the pure forest of K，αndeliαCαndel Fig. 7. 

第 4表 [1. b]帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in [1. b] belt-transect 

Height 
樹高 (m)

Number 
本数

l一ω州|川M川!川0ω91卜川1ω01川}川u川1|川1.221同1.251川131卜1お判11.4卜4引511.5引リ巾l同同1臼吋5

: 2 I 2 I 1 1 4 I 2 1 2 1 3 1 9 1 5 1 4 1 1 I 4 I 2 1 41 

Table 4. 

、a

第 5表 [1. b]帯状区直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [1. b] belt-transect Table 5. 

Total 
計

7 

1 

i4.515 5.51 

1 6 1 3 1 1 1 

4 

8 

Fhu 
no 

2 

8 

6 

5
 

q
G
 

s 

2 

5 

v
b
 

噌・A

5 

Diameter 
直径 (cm)

Number 
本数
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第 6表 [1. b]帯状区根本直径階別本数表

Number of trees in each basal diametel." grade in [1. bl belt-transect 

す諮問212片51313.51414.55l6(6517¥91101111…(川221yl

N叫~ [3¥ 21511[3¥1[312 2[41 3131 2[1 1 112 1 1 

Table 6. 

41 

(写真第 1図版 2)[1. c]帯蹴区メ包ルギ純林 (12xO均m2

内陸側末端近い方のととろでメヒノレギが裸地殖民をしているところから丈の高いメヒ

Jレギまでをとってみた。

樹高階別と直径階別と根本直径本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば第8図，

第9表となり ，0-5.8mまでの稚樹のみの帯階別との本数を表示すれば第 7表，第8表，

の樹高階別本数表を示せば第10図のごとくである。

第 8図 [1. c]帯状区 メヒ Jレギ林

[1. c] Belt-tl."anse~t in the pUl."e forest of KandeliαCαndel Fig.8. 

第 7衰 [1. c]帯状区樹高階別本数表

Numbel." of trees in each height gl."ade in [1. c] belt-tl."ansect 

• 
Table 7. 

Height (m) • n i Total 1.9 る

1 

1.8 1.7 1.6 1.5 

一

噌

目

ム

ロ一

3

1.4 1.1 1 

19 1 8 5 3 1 1 Number 
本数

第 8表 [1.巴]帯状区直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [1.巴]belt-transect τable 8. 

1.5 Total 
計

1 2.5 2 営問 1--1- ¥  

2mヨ I 6 19 1 s 8 6 
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第 9表 [1. c]帯状区根本直径階別本数表

Table 9. Number of trees in each basal diameter grade in [1. c] belt-transect 

Basal diame臼r 唱 l 噌~ I ~ I ー~ I…，  I .~ I ぃ ITotal 
根本直径 (m)l i 1 山 ~ I ~・U I U Iω | 唾 ~U I ~U 計

Number 噌 i ~ n I ~ ! ~ I 凸 I n 噌|噌!日

本数1. i " 1 .，喧 I .， I 白 1" "I"!  ".， 

第10表 [1. c]帯状区 (0-5.8m)樹高階別本数表

Table 10. Number of K，αndlria Candel in each height grade 
at 0-5.8m in [1. c] belt-transect 

Distance 距離 (m) Height樹高 (cm) Number本数

0-1 30 5 

1-2 1/ 7 

2-2.6 ゲ 2 

2.6-3.5 γ 30 

3.5-4.8 30-50 6 

4.8-5.8 ゲ 17 

Total 計 67 

栗生川川ロの砂丘林附近

栗生川川口附近左岸に発達した砂丘は高距 10-15mぐらいである。 砂丘の先端 3m

聞には樹高 1-1.5mのνャリシパイが多く， トベラやタイミンタチパナが若干混じ， 30-

60mではも/ャリンパイがなお多いが樹高 0.4-1m のケヲパメガ乙/が入って来，マノレパニ

クケイやツノレグミを見たり， 44m附近の斜面に低いクロマツがあらわれ，その附近でヤプ

ニッケイが出たりする。 60-90m聞になると，樹高 0.7mぐらいのケヲパメガ乙/が多くな

り，後方に向うに従って樹高を増加して来る。乙/ャリンパイは少なくなって，タイミシタ

チパナの樹高は 90m附近にくると約 2mぐらいになるが， その量は少ない。 90-120m

聞においてはケヲパメガνは樹高 2mとなって優占し，タイミンタチパナ，Vャリンパイ，

クスドイグなどを髄伴する。そして 126mでクロマツ林があらわれる。このクロマツ林は

樹高 12-17m，胸高直径 30-45cmの人工林である。

なお参考のため栗生川川口左岸の森林の林況を調査簿表により示すと第 11表の如く

である。
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栗生川川口左津森林調査祭表
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第 11表

貴島

865 

162 

2，054 

4，431 

540 
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(12，646) 
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Near Mugio (Fig. 9) (第9図)近附生麦2. 

尾之間，平内，中間，殊に麦生から西に多く，アゴクやガジュマノレは島の南部に多く，

しかしこれが衆落的に出るのは平内であり，栗生などの街道筋にもしばしばこれを見る。

• 一寸亜熱麦生のものは部洛の西端にあり，ぞや森林の状態をなしているのは麦生である。

アコウーガジュマJレ一号クタチバナ基群叢

方位南々東傾斜 0
0

写真第2図版 5，7)

帯的景観を呈している。

[2. a]帯蹴区 (65x 10) m2 

麦生部落の西部に比較的よく保存されているアゴクーガジニι マノレ林がある。麦生の西

アコヲーガジュマノレーモクタチパナーコクモ部には最近までアコクーガジュマノレ林あり，

ウクジャク基群叢の典型的なものがあったらしいが，開拓のため伐採した由である。本帯

状区の林木配置および林冠投影図を示せば第 10図，樹高階別と胸高直径階別との本数を表



示すれば第 12表，第 13表，林床植物一覧表

を表示すれば第 14表となる。 しかしその片

鱗を示すところもあり，林床には一部クワズ

イモ，一部にゴクモヲクジャクがあり，また

林下にタイミンタチパナの多いところもあ

る。(写真第2図版 4，第3図版 7，8) 

麦生でとった帯状区は部落近いことと

て，林下群落も原生景観を呈してはいないが，

一般構造を知る事ができるので，ここに帯状

区を設定した次第であるι

麦生調査地

Mugio (1/50000) 

第四国 臼.a]帯状区 アコウーガ:./::1..-:;)レーモクタチバナ基群叢

Fig. 10. [2. a] .Belt-transect in FWU8 Wight旬間-FiCU8retu8a-Ardisi，αSieboldi Soc. 

91 

10皿
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第 四 表 [2. a]帯状区樹高階別本数表

Number of trees in ea巴hheight grade in [2. a] belt-transect Table 12. 
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1 
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1 1 
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Species 

Ficu8 Wight初旬α アコウ (F)

Fic制81'etu8α ガジュマ Jレ
Fic包t8Wightiα叩アコウ H・.F， M 
MαChU1ι8-Thunhergii タブ

Ficu8 Wight仰冗α アコウ

Mαchil伽 Thu旬bergii タブ

Turp伽4α ter叫αtα ショウベンノキ T 2 1 1 

5 8 2 
Cin問問omumjlα:po旬icu明

ヤブニッケイ (C)

モクタチバナ (A)

イヌピワ (Fe)

4 

1 

1 s Aγdお4α Sieboldi

Ficu8 erecta 1 

18 1 1 1 2 1 5 1 4 2 計Total 

第 四 表 [2. a]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [2. a] belt-transect 
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Table 13. 

Breast幽heightdiameter 
胸高直径 (cm)

FicU8 Wight似侃α

-EicU8 Wight仰nα アコウ

FicU8 retu8α ガジュマ Jレ
Mαchilu8 Thunbeγgii タ

F1iCU8 Wight伽側アコウ

Mαchihι8 Thunbergii タ

Turpinia ternata ショウベンノキ

Ardis似 Sieboldi モクタチバナ

C伽問，momumjapon必um
ヤフニクケイ

イヌピワ

8 

2 

1 

1 

1 1 

1 1 

1 

ブ

樹種

アコウ

Species 

府フ

2 

4 1 

. 1 ・. 1 ・

1 1 ・1 ・

5 . 1 1 1・1 ・1 ・

1 1 ・FicU8 erectα 

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 121 1 1 1 1 計Total 
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第14表 [2. a]帯状区林床植物一覧表

Table 14. Cover degree and frequency of floor plants in [2. a] belt廿 ansect

Distance 距離 (m) 20 25 30 35 40 45 50 55 印

FB CVB 
Species 植物名 25 30 35 40 45 50 55 60 65 

Tu1・pi'叫4α ternαtα ショウベンノキ 十 十 十 + 十 E 
(1、2) (1.5) (1) (1.5) (1) 

Neolitseaαciculαtα イヌガシ 十 十 E 
(1) (0.3) 

&heffeγα octophyzz，α フカノキ 十 + 旺
(1.8) (1.8 

Prunus Zij日'pelianα パクテノキ 十 I 
(1) 

品fαchilu8}αpoηicα アオガシ 十 I 

ArdisiαSieboldi モクタチバナ s 2 1 2 1 8 lV 1335 
(1‘3).(0.3‘2) (1) (ト2)(1・2)(1、2)

CaUicαγpα mollis ヤブムラサキ 2 2 1 1 1 8 lV 972 

Rαpαnaeαneriifol'似 s 1 1 E 530 
タイミンタチバナ (3) (0.3) (0.3) 

ci冗句αmo慨 悦m}α'po叫4ヤcu慨 十 十 2 十 十 十 lV 195 
ブニクケイ (0.6、1)(1) (0.3-1) (0.3・0.8)(0.3)

Arundinαriαargenteostriαtα 2 1 十 1 1 III 361 
var. communi8 ゴキタケ

Psychotriαrubra 十 1 十 十 十 十 十 1 v 111 
リュウキュウアオキ (1.2) (1) (1) (0.2) (0.3) (1) (1) (1.3) 

Pittosporum Tobirα トベラ 1 I 56 
(1) 

M伽 saj.α，ponicα イズセンリョウ 十 十 十 十 1lI 
(0.3) (0.2) (0.3) (0.3) 

Chlorα鈍thusglabeγ センリョウ 十 十 E 
(0.3) (0.4) 

Glochid伽 zhongkonge附 e 十 I 
カキパカンコノキ (0.5) 

Rα:phiolepis umbellαtα + I 
シヤリンパイ (0.3) 

Elaeαgnus 悦押ゆellatu8 アキグミ 十 I 
(0.5) 

Aγdisi，αjα:ponicα ヤブコウジ 1 十 I 56 

Alocαsia mαcroげ 'hizα クワズイモ 1 1 2 2 2 1 2 2 1 V 1194 

Diplazium仰(resce附 1 8 8 8 s s lV 2140 
コクモウクジャク

SmilαX 8tans サツマサンキライ 十 十 十 十 十 1lI 

A司p'I!仰伽ter仰 dia
十 十 十 十 1lI 

アオノクマタケラン

Lemmαphyllu明刑icrophyll叫刑

マメヅタ
十 十 + 十 皿

Pyrrosiαli鈍guα ヒトツパ 十 十 十 E 

Nωttopteγis Nid闘 オ オ タ ユ ワ タ リ イ喝 + 十 E 

Liparis何回噌08α コクラン 十 十 E 

Lophαtherum gγαcue ササクサ 十 十 E 
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Distance 距離 (m) 20 25 30 35 40 45 50 55 60 
1 FB CVB 

Species 植物名 25 30 35 40 45 50 55 ω 65 

Stephα制的 jα伊 nicα シタキソウ ート イト E 

Pteris q也αd刈α悦Jitaハチ Uョウシダ 十 I 

CYCl08ω・usacuminαtus ホシダ + I 
一一一一一一一

PかerKadzura フウトウカズラ 十 2 2 十 十 1 十 lV 444 

Trachelosp6rmumαsiaticum 1 2 + 十 1 十 1 十 V 359 
テイカカスラ

Psyc加 tγtα seγ'p6間 シラタマカズラ 十 1 I 56 

H配ierarhombeα キヅタ 十 I 

Smuαt;chinα サルトリイバラ 十 十 I 

E旬。伽 Henryi ホJレトカズラ 十 I 

Kadsura jlαp肌伽サネガズラ 十 I 

P即 deriα8cande脚 var.Merrill 
十 1 E 56 へクソカズラ

Ficus pwηtUα アッパイタピ 十 I 

3. 鍋山国有林(海岸) (第 11図)

Nabeyama national forest (Fig. 11) 

安房より航行すること北へ 2km，屋久島

経営区 111林班「ろ」小班の準保護林となっ

ているところに，風衝型をなす海岸林が見ら

れ，その一例としてタプノキとケクパメガv

d多い林分に帯状区を設定した。この概観を

知るために 111林班「ろ」小班の簿表を示す

と次の如くである。

簸11図 鍋山調査地

Fi耳・ 11. Nabeyama (1/5仰OOj

S皆
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鍋山国有林 111林班「ろ」小斑森林調査筏表

l:Jl要MzliEAE
況

林

地

引

制
限
価

85.17 

作

業

級

皆 2

第 15表
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称

クロマツ

カジ類

シイ類

タフノキ

樹" 

(写真第4図版 9)[3. a]帯蹴区 (30x5)m2 タプノキ一号タタチバナ基群叢

方位北傾斜 00
最大傾斜方位東最大傾斜 250

タブの多い，樹高約 10m，胸

高直径 20cm前後，海岸近い丘陵

上の風律j林である。林木の配置図

および樹冠投影図を示せば第 12

図，樹高階別および胸高直径階別

本数表を示せば第 16表，第 17表，

なる。

林床植物を表示すれば第 18表と

第四図 [3. a]帯状区タブノキーモクタチバナ基群叢

Fig. 12. [3. a] Belt-transect in Machuus 
Thunbergi'十Ardisiα絞めo:diSoc. 



捕

.16表 向.a]帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in [3. a] belt-transect Table 16. 
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第 17表 [3. a]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in倒 chdiameter grade in [3. a] belt-transe叫
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第 四 表 [3. aJ帯状区林床植物一覧表

Cover degree and freq'.lency of the plants in [3. a] belt-transect Table 18. 
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8pecie.;; 植物名 5 
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伊.b]帯獄区 (25x5)m2 

ケウパメガシ一号クタチバナ基群叢

方位 北傾斜21
0

最大傾斜方位東最大傾斜 40。

本帯状区は [3.aJに近く，ケクパメガν

の多い樹高 8-10m，胸高直径 12-14cm前

後の風衝林・である。林木の配置図および樹冠

投影図を図示すれば第 13図，樹高階別および

胸高直径階別本数表を示せば第 19表，第 20

表，林床植物一覧表を示せば第 21表となる。
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第四図 [3. b]帯状区

ケウパメガシーモクタチバナ基群叢

Fig. 13. [3. b] Belt-transect in Quercu8 
Wrightii-AγdisiαSieboldi 80:::. 
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第 19衰 [3. b]帯状区樹高階別本数表

Table 19Number of trees in each height grade in [3. b] belt-transect 

Height 樹 高 岡 5 678  9 W 

6 7 8 9 W II 

Total 
計

d
a
z
n
o
t
A
 
咽

-A''a'

唱・-a

1 1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

樹種

1 

Species 

Myricαrubra ヤマモモ ωfγ)

Rhu88uccedαnaea ハゼ (R)

C間 ta冗叩8isc悶戸dαtα シイノキ (Ge)

QueγCU8 acuta アカガシ (Qa)

MachuU8 Thunbergii タプノキ (M)

CαmeU伽 jopo仰 α ヤブツバキ(句)

1 

1 • 
7 

1 

1 ・・・ 2 

1 ・・・ 1 

1 ・・・・・ 1 

1 4 6 3 36  ~ 

5 1 

1 

1 

1 

QuercU8 Wrightii ケウパメガシ (Q)

αeyeγαjα.ponica サカキ (α) 

Ardisi，α8ieboldi モクタチバナ (A)

Glochidion obωαtum， カンコノキ(0)

F必U8erectα イヌ ピ ワ 使e)

計

第 20表 [3.凶帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [3. b] belt-transect 
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第 21表 [3. b]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of floor plants in [3. bJ blet-transect 
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なお樹幹にはアオホラゴケが着生していた。
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4. 小杉谷附註(第14図) Near Kosugidani (Fig. 14) 

イスノキ林

屋久島には典型的な山岳地帯の常緑広葉樹林があるが，概観的なスケッチ風の生態小

記のある他，具体的な構成を明ちかにしていない。本報告においても，わずかに渓畔林の

一例を小杉谷の附近にとったにすぎない。

第 14図 小杉谷附近調査地

Fig. 14. In the vicinity of K03ugidani 

[4. a]帯献区 (50x4)m2 イスノキーサクラツツジ基群叢

方位南南西 傾斜 330

本帯状区は小杉谷事業所のやや下流，軌道より安房川をへだてた対岸の 89林煎「は」

小班にとったものである。附近はかなりの傾斜をなす岩石地であるが，帯状区設置箇所は

その中では比較的緩かなところである。イスノキが最上層を占め，林内には，サクラツツ

ジ，サカキなどの濯木類が多く，樹冠の密な下では地床の植被の量は少なくオオキジノオ，

ミドリカタヒパなどを見る程度である。また附近にはヤマグノレマもかなり見られ，他の樹

種の樹幹上に更に根を下して樹冠を形成しているものも見られる。

本帯状区の林木配置と樹冠投影図を図示すれば第 15図，樹高階別と胸高直径階別との

本数表を示せば第 22表，第23表，林下植物を表示すれば第 24表となる。なおこの帯状区

の下部は林冠の形悪いため 15-40mを図示し，胸高直径 20cm以上のものを描いてある。

• 
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第 15図 [4. a]帯状区イスノキーサクラツツジ基群叢

Fig.. 15. [4. a] Belt-transect in Disty:iumγαcemosum-
Rhododen針。nT.αshiγoi Soc. 

第 22表 [4. a]帯状区樹高階別本数表

Table 22. Number of trees in問。hheight grade in [4. al belt-transect 
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第 23表 [4. a]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [4. a] belt-transect 

Breast-height diameter 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 36 40 42 46 50 54 72位 Total
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第 24表 [4. a]帯状区林下植物一覧表
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Table 24. Cover degree and frequency of undergrowth lnμ. a] belt-transect 
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なおこの群落は，オオキジノオがよく行きわたっているという点から，イスノキーサ

クラツツジーオ方キジノオ基群叢ともいえよう。

参考までに 89林班「は」小班の森林調査簿表を示せば次のごとくである。
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Near Kodama Shrine (Fig. 14) (第 14図)木魂神社附近5. 

屋久島学術参考保護林のーとして，スギの良林を有するところに木魂神社附近がある。

この附近の概観を知るために森林調査簿表による林況を示すと次の如くである。

lsペ::[

況

基岩，深度
土佐，結合
度，湿度

10林班「よ」小班森林調査法表第 26表

::tE尚岩中

壊土軟適

計

(ha) 
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ヌギーユズリハ基群叢ここで比較的巨木に富むスギーハイノキ基群叢 [5.a]帯状区，

とれらは屋久島のよくスギーサクラツツジ基群叢 [5.c]帯状区を設定した。[5.町帯状区，

スギーハイノキ基群叢

傾斜 220
写真第 13図版33)

発達したスギ群落を代表するものと信ずる。

[5. a]帯航区 (50x5) rnヨ

方位南南東

木魂神社附近東側において，樹高30m，胸高直径 1m以上のスギの巨樹に富み，林下

にハイノキの優勢なところに本帯状区を設定した。本帯状区の林木配置と樹冠投影図を図

示すれば第 16図，樹高階別と胸高直径階別との本数を示せば第 27表，第28表，林下植物

なおこの群溶は林床に行きわたったヒロハノコギリ νダを

スギーハイノキーヒロハノゴギリ ν;ダ基群叢と呼んでもよい。

を表示すれば第 29表となる。

考えに入れると，



10:i 

.16閲 [5. a]帯状区 スギーハイノキ基群叢

Fig. 16. [5.叫 Belt-transectin Cryptomeri，αjαponicα・
Symploco8 myrtαceαSoc. 

.. 
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第z表 [5. a]帯状区樹高階別本数表

てrable27. N umber of trees in each height grade in [5. a] belt-transe巴t

Height 樹高 (m) 7 19 22 23 24 'l:7 29 81 3; Total 
t 計

Species 樹種 8 20 23 24 ・25 28 30 32 38 

Cryptomeγ似 jαpo略化α スギ 1 2 1 1 1 2 1 2 11 

Cαmellia Sasαnquα サザンカ 1 1 

Total 計 1 1 2 1 1 1 2 1 2 12 

() 
第 28表 [5. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 28. Number of trees in each diameter grade in [5. a] belt-transect 

Breast-height 胸d直iameter 3p 4~ 5~ 5~ ~ 7~ 9? 1?4 ~6 1~4 1~6 TotaI 
高直径 (cm)

Species 樹種 32 46 54 回 70 74 98 106 128 146 188 計

Oryptomer幻 jαponicα ス ギ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

Cαmellia Sαsαnquα サザンカ 1 1 

Total 計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

第 29表 [5. a]宇野状区林下植物一覧表

Table 29. Cover degree and frequency of undergrowth in [5. a] belt-transe巴t

Distance 距離 (m) 10 15 20 25 30 35 40 45 
FB CVB 

Species 植物名 15 20 25 30 35 40 45 50 

Neolitseααcicul，αtα イヌガ「シ 十 I 
(4) 

Stewαrti，αmonadelphα ヒメシ+ラ 十 I 
(0.6) 

Neolitseαserice，仰 シロダモ 十 I 
(0.3) 

Symplocos myrtαceα ハイノキ 2 2 4 4 s 1 2 8 v 3210 
(0.3-1) (2-4) (ト3)，(3-5)(1-1.5) (ト3)

Dαphniphyll叫刑制αcropodumユズリハ 1 1 1 2 2 IV 625 
(2) (3) (3) (3‘5) (1-3) 

Rhododendron T，αshiroi サクラツツジ 十 2 1 II 282 
(1) (2) (2， 282 

Aγαliαelαtα タラノキ 2 I 225 
(2) 

Illiciumγel匂'W抑制シキミ 十 2 E 219 
(0.5) (1‘3) 

Clerodendron tγichotom叫飢 1 工 63 
var. yαkusime押8e アマクサギ (3) 

Pieri8 j，α:ponicα アセビ 十 I 
(1) 

Cα骨wlliαSαsα冗qua サザンカ 十

(0.5) 
I 
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Distance 距離 (m) 10 15 20 25 30 35 40 45 
FB CVB 

Species 植物名 15 20 25 80 85 40 45 50 

Diplazium maximum 
十 1 十 1 2 2 1 V 6おヒロハノコギリシダ

Rublωpectinellus コパノフユイチゴ 十 十 2 1 1 lV 844 

Dryopteris formosanα タカサゴシグ 十 1 1 十 十 十 lV 125 

HymenophyUum barbαtum 
十 十 + 十 十 十 lV 68 コウヤコケシノブ

Diplazium oshimense シケシダ 1 十 E 68 

Plα，giogyriααdnαta タカサゴキジノオ + 十 十 + 十 十 + V 

M ecodium pol:抑 nthosホソパコケシノブ + 十 十 十 + 十 lV 
" Athyrium tozα刑制e トウザンイヌワラピ + + 十 十 E 

Ai附 t公zeαapiculαtα キッコウハグマ + + 十 E 

Chlo1・αnthu8S6'γγαt叫8 フタりシズカ 十 十 E 

Pellioni，α明伽imα サンショウソウ 十 十 E 

.vittαriαjaponic，α シシラン 十 I 

Stellari，αd狗'ersiflora サワハコベ 十 I 

正khizophragmαhydrang.ω似es
十 I 

イワガラミ

なお林下のハイノキ群の 1箇所に (2m戸方形区をとってみたら，その樹高階および胸・

高直径階別本数表は次の通りであった。 (25-30m間)

第30表 低木層樹高階別本数表 (2m)宮

Table 30. Number of shrubs in each height grade 

Height 樹高 (m) 1 2 4 Total 
言十

Specie3 樹種 2 8 5 

Symplocos myrtαceα ハイノキ 8 2 3 8 

Daphniphyllum mαcr叩od叫m ユズリハ 1 1 

Total 計 4 2 8 9 

第31表 低木屑直径階別本数表 (2m)2

Table 31. Number of shrubs in ea巴hdiameter grade 

Diameter 直径 (cm) O
U
B
，、唱
A

t
i
、，、時五“

q
G
J
4
6
 

。AU
B
E
a
a
z

4
t
5
 

Total 
計Species 樹種

$ymplocos myrtαceα ハイノキ

Dαphniphyllum mαcropodum ユズリハ

1 2 

1 

2 1 2 8 

1 

Total 計 1 8 2 1 2 9 
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[5. b]帯蹴区 (35xl0)m2 スギーユズリハ基群叢

方位西 傾斜 50 写真第四図版 34)

木魂神社の背後に，スギとユズリハが層階的にみて見事なすみわけをしていた。 しか

も林床にはヒロハノゴギリi/ダが多かったe そこに本帯状区を設定した。

本帯状区の林木配置と樹冠投影図を図示すれば第 17図，樹高階別と胸高直径階別との

本数を示せば第 32表，第 33表，林下植物を表示すれば第 34表となる d

第 17図 [5. bJ帯状区 スギーユズリハ基群叢

Fig. 17. [5. b] Belt-transect in Cryptomeria japonicα-
Dαphniphyll叫m macγopodum Soc. 

なおこの群落も前群落と同じように，林床に行きわたったヒロハノゴギリ νダを考え

に入れると，スギーユズリハーヒロハノゴギリ Vダ基群叢と呼んでもよい。
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第 33表 [5. b]帯状区樹高階別本数表

Table 32. Number of trees in each height grade in [5. b] belt-transe巴t

Height 樹高 (m) 4
!
5
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i
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o

噌・A
I

4
唱
E
A

却
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官
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k
u

。。!
4
n
o

白

U

唱

i

n
o

，，A
O
O
 

Total 
計

Species 樹種

Crypto押wr仰 j叩鵬ica スギ 1 1 1 8 1 1 8 

第 33表 [5.吋帯状区胸高直径階別本数表

Table 33. Number of trees in each diametergrade in [5. b] belt-transect 

Breast-height diameter 
胸高直径 (cm)

日

v'町

9

“

dm直

y
t
a品
z

m

∞
2
川
町

2
!
4
 

n
d
‘
A
q
n
a
 

g
!
o
 

aA宮

i
t
'
b

78 134 164 174 Total 
三ふ

加 136 166 176 ロl

" 
Species 樹種

Cyptomeria j'α:ponicα ス ギ 1 11111118  

第 34表 r5. b]帯状区林下植物一覧表

Tab1e 34. Cover degree and frequency of undergrowth in [5.叫 belt曹transect

Distance 距離 (m)

Species 植物名
B
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Stewαγtiα叩 onαdelphα ヒメシャラ + 十 旺
(2) (3.5) 

CαmelliαSasαnquα サザンカ 十 工
(1) 

Daphniphyll叫m maC1・opodu悦ユズリハ 4433343  v 4830 
(1.5・5)(1.4) (2・3)(2‘5) (2・3)(2-4) (2‘3) 

Rhododendron 11αshiroi サクラツツ主' 十 2 2 III 500 
(1) (1噌 2)(2‘4) 

Rubus Sieboldi ホウロクイチゴ 1 1 1 十 DI 214 
(0.3) (0.5) (0.4) (0.3) 

Illicium religio側 m シキミ 十 1 E 71 
(1‘2) (1) 

五Iymplocosmyrtαcea ハイノキ 1 I 71 
(1.5‘2) 

E制 'yαjα:pom:ca ヒサカキ 十 + 旺
(1) (1) 

Cleyerαjαponicα サカキ 十 I 
(3) 

C仰向日明υmu叩 jα，ponicum ヤブニクケイ 十 I 
(1.5) 

d 一一一一一一ー一一一一

Diplazi叫刑制a.xi'問視m，
1 1 2 2 1 1 1 V 857 ヒロハノコギリシタ

Diplaz何 mgrammitoidesホソパシケシダ 十 十 十 1 十 十 + V 71 
Oxαli8 Acetosella var. japミoヤn化マα 

十 十 十 十 + 十 v 
ζ カタパミ

M ecodium polya叫thos ホソパコケシノブ 十 + 十 + III 

Rub叫spectinellus コパノフユイチゴ 十 十 E 

De拘附taodtiαscabra コパノイシカグマ 十 十 旺
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Distance 距離 (rn) 。5 10 15 20 25 30 
FB CVB 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Rumohraαmαbilis var. yak叫simen8I8
十 十 旺ヤタカナワラピ

DrνopterI8 jor悦 osa附タカサゴシダ 十 十 E 

DαりαlliαMαγiesii シノブ 十 十 E 

Crypsinus yakushimensI8 
十 十 E ヒメタカノハウラボシ

Ch1ora.帽thusserrαt闘フタリシズカ 十 十 旺

Lepisoγus Thunbergi，αnus ノキシノブ 十 I 

CoptUvqa叫r.伽pq旬eeaot叩liαオquオ伽コq加カfヨ'olウ4αオウレン 十 十 E 

Dryopteris erythrosorα ベニシ夕、 + 工

Pellioniαm伽imα サンショウソウ 十 I 

f司1αgiogyliαeuphlebia オオキ U ノオ 十 I 

Vittar・4αjα:ponicα シシラン Pト I 

ユズリハの被度 4のと乙ろではホソパ1/ケi/ダを生ずるに過ぎない。

なお林下のユズリハ群落中の 1箇所に (2m?の方形区をとってみたが，ユズリハの樹

高階別および胸高直径階別本数表は次の通りである。

第 35表 樹 高 階別本数表

Table 35. Nurnber of trees in each height grade 

Height樹高 (rn) 。 1 2 8 4 Total 

Species 樹種 1 2 8 4 5 計

Daphniphyllum mαcropodu隅 ユ ズ リ ハ 2 8 4 1 2 12 

Illi己t〆um問 ligi9ioum シキミ 1 1 2 

Total 言十 2 8 5 2 2 14 

第 36表 胸高直径階別本数表

Table 36. Nurnber of tree3 in each diarneter grade 

Breast‘.height 胸d高ia直m径ete(re 。 1 2 8 4 Total rn) 
Species 樹種 1 2 8 4 5 計

Daphniphyllum mαcropodum ユズリハ 2 6 2 1 1 12 

IU必似11志向t司giosum シキミ 2 2 

Total 計 2 8 2 1 1 14 
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恒.c]帯蛾区 (35x5)m2
スギーザクラツツジ基群叢

方位南 傾斜 150

a 

木魂神社西側において，小流に沿い，岩石の多い地点に，本帯状区を設定した。本帯

状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば第
18図，樹高階別，胸高直径階別本数表を表示す

れば第37表，第38表，林下植物を表示すれば第 39表となる。

第18図 [5・c)帯状区スギーサクラツツジ基群叢

Fig. 18・ [5・c]Belt-transect in Cryptomer似 jαp日nica-Rhodod加 dronnα訪れ・oiSOC. 

'" 
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第 37表 [5. c]帯状区樹高階別本数表

Table 37. Number of trees in each height grade in [5. c] belt-transect 

Height 樹高 (m) 8 18 20 24 30 34 Total 

Species 樹種 10 20 22 26 32 36 計

Cryptomeriαjα，p{)nicα ス ギ 1 2 4 2 9 

法ewαrtiamonαdelpha (Ss) ヒメシャラ 1 1 2 

才、
Cα骨wUiαSαsα叫qua サザンクワ 1 1 

Total 計 2 1 1 2 4 2 12 

。
第 38表 [5. cJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 38. Number of trees in each diameter grade in [5. c] belt-transect 

Breast寸leight胸d高ia直m1抗告r 12 24 26 40 52 64 82 84 92 100 Total 
高直径 (cm)

Species 樹種 14 26 28 42 54 66 84 86 94 102 計

Cryptomeriαjαponicα ス ギ 1 1 1 1 2 1 2 9 

Stewart似 mo側 delphα ヒメシャラ 1 1 . 2 

Cα押wlliaSαsαnq郁日 サザンクワ 1 1 

Total 言十 11111  1 1 2 1 2 12 

第39表 [5. cJ帯状区林下植物一覧表

Table 39. Cover degree and frequency of undergrowth in [5. cl belt-transect 

Distance 距離 (01) 。5 10 15 20 25 30 
FB CVB 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Rhododendron Tashiroi サクラツツジ 3 十 4 2 2 4 2 V 3070 
(8) (3) (4‘6) (3) (2-5) (5.5) (2.5) 

Symp!ocos myrtαcea ハイノキ 1 4 + 十 JlI 964 
(2) (3) (1.5) (1) 

Dα:ph押'，iphyllum慨 αcropodum ユズリハ 2 十 十 2 1 2 V 822 
(4) (4) (2) (3) (4) (4) 

III加 u，m γel匂iosum シキミ 十 2 十 十 JlI 250 
(0.3) (1) (1) (2) 

Rubus St:eboldi ホヴロクイチゴ + 十 十 JlI 

Pl，αgiogyr似 euphleMa オオキジノオ 1 十 十 十 1 十 V 146 

Dipl，αz伽例 m仰 imum 1 1 十 十 十 十 V 146 
ヒロハノコギリシダ

Chlora叫th制 serrαt咽フタリシズカ 十 十 十 十 十 :N 

O:r;alis Acetoseu，α var. jlαミpoヤ例7。α
カタノてミ

十 I 

Vu;t俳句 jap側五ca シゴラン 十 I 



6. 林鉄 終点(第14図)

Near the end of the forest lines (Fig. 14) 
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林ギス

安房からの森林軌道の現在における終点近くは，未伐採地域で，下屋久経営区 92林班

参考のために森林調査簿表による林況を示すと「い」小班(石塚山国有林)に属している。

e 

‘' 
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第40表 下屋久経営区 92林班「い」小班森林調査祭表
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叩Elj 益働 i 郡 字
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次の如くである。
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100，604 

この帯状区

の結果から，スギ原生林の一極盛相はスギーハイノキ基群叢であらわされることが判った，

この杉の大木のある原生景観を有するところに 2本の帯状区を設定した。
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そしてそれが流れに近くなると，種々な所生要素のあらわれることも明らかになった。 こ

こに設定した帯状区は次の様なものである。

[6. a]帯状区 (45x5)mヨスギーハイノキ基群叢

[6. b]帯状区 (35x5)m'スギーハイノキ基群叢

伊.a]帯蹴区 (45x5) m2 
スギーハイノキ基群叢 (写真第 14図版35)

方位北東 傾斜 150

この帯状区は林鉄終点附Jlj:，ヤクスギの巨樹のやや距離をおいて群団して成立せる地

にとったものである。 本群落では，地上:2-5mのところに林下群落の一群があり，ハイ

ノキがこれを代表している。

第四図 [6. a]帯状区 スギーハイノキ基群叢

Fig. 1円9. [1慣6.a吋1Be枇l比t七むヤ.鋼-廿.
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本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第 19図，樹高階別本数表，林下植物一覧表を

示せば第 41表，第 42表，第 43表の如くである。

第 41表 [6. a]帯状区樹高階別本数表

Table 41. Number of trees in each height grade in [6. a] belt-transect 

Height 樹高 (m)

Species 樹種
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第 42表 [6. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 42. Number of trees in唱achdiameter grade in [6. a]belt-transect 
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.43表 [6. aJ帯状区林下植物一覧表

Table 43. Cover degree and frequency of undergrowth in [6. aJ belt-transect 

Distanee 距離 (m)

Specie溜植物名

Crypto仰 巾 japon伽スギ
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Distance 距離 (m) 。5 10 15 20 25 30 35 40 
FB CVB 

Species 植物名 5 10 15 20 25ω 35 40 45 

o.~αlis Aceto開 IIαvar.i'ミαpヤonicα 
マカタバミ

十 十 十 十 E 

Mecodium polyanthosホソパコケシノブ + 十 十 旺

Athyrium tozαnense 
十 十 B 

トウザンイヌワラビ

Ainsliωααpiculαtα キッコウハグ 7 十 十 旺

Copt48qMnqtFMMfdoαオtωtoオpqゴMカηqヨva巴 uefol似 十 . 十 . E 
ウオウレン

Mecodiuη~polyαnthos ホソノf コケシノブ 十 十 . E 

Thelypteris cystopterO'ldes 
ヒメハシゴシダ

十 . 工

Viola Pse叫do四&lkiγki
十 工

ヤクシマミヤマスミレ

MiteU，αDo似 nα ヒメチャルメルソウ 十 工

Mitchellαundulαtα ツJレアリドウシ 十 I 

Hymenophyllum bαγbαt世m
十 . I 

コウヤコケシノブ

BuめophyllumDrymoglossum 
十 十 十 旺

マメヅタラン

Sch必ophragmahνdrangeo也知
十 十 II 

イワガラミ

ハイノキの被度 4-5のところに普通なものというとヌカイタチVダモドキ，サクラツ

ツジということになり，ヌカイタチνダモドキが数こそ少ないが行きわたっている。そし

てスギーハイノキーヌカイタチVダモドキ基群叢とも見ることができる。

[6. b]帯蹴区 (35x5)m宮 スギーハイノキ基群叢 (写真第 14図版36)

方位東 最大傾斜方位南南東 最大傾斜 25
0

本帯状区は [6.a".帯状区に近く，胸高直径 60cmから 1mに近いスギの林立せるとこ

ろを選んで設定した。本帯状区は E100
5，斜角は 0-25mは 12

0
，20-45mは 38

0
である。

前帯状区ならびに本情状区はヤク Vマスギの代表的な一群落と考える。

本帯状区の林木配置，樹冠投影を図示すれば第 20図，樹高階別本数表，胸高直径階別

本数表，林ド植物一覧表を表示すれば第 44表，第 45表，第 46表の如くである。
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。

第20図 [6. b]帯状区 スギーハイノキ基群叢

Fig. 20. [6.凶 Belt-transectin Cryptomeγ的 jαponicα-Symploco8m.俳句ceαSoc.

第 44表 [6. b]帯状区樹高階別本数表

Table 44. Number of trees in eaeh height grade in [6. b] belt-transect 

Height 樹高 (m) 17 21 22 23 25 27 Total 
計Species 樹種 18 盟 23 24 26 28 

CrY1活omeriαjaponica スギ 2- 8 1 1 1 1 9 

第 45表 [6. bJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 45. Number of trees in each diamete1." grade in [6. b] belt.t1."ansect 

Breast-height diameter 
胸高直径 (cm) 。“，、
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第 46表 [6. b]帯状区林下植物一覧表

Table 46. Cover degree and frequency of undergrowth in [6. b] belt-transect 

Distance 距離 (m) 。5 10 15 20 25 30 
1 FB CVB 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Ca骨叩Uiαjα.ponicα ヤブツバキ 1 
(2) 

I 71 

Ilex rotuηdα クロガネモチ 十 十 十 nr 
(1) (1) (1) 

Trochodendronαralioides ヤ7 グノレマ 十 十 E 
(1) (1) 

.: Symplocos myrtaceα ハイノキ 3 8 3 2 2 3 8 V 3190 
(3) (1.5‘3)(3‘4) (3.5) (4) (3-4) (3) 

Rhododendron T，αshi:γoi サクラツツジ 十 2 十 2 1 lV 572 
(1) (3) (1) (3.5) (1‘2) 

III必iumreligiosum シキミ 2 十 十 1 十 十 V 321 
(3) (1) (1.5) (03‘3) (1.5) (3) 

Cleyerαjα.ponicα サカキ 1 十 寸ー 1 十 lV 143 
(5) (1) (1) (0.3‘5) (4) 

Eurya}αponicα ヒサカキ 1 十 十 E 71 
(0.5‘1) (1) (1.5) 

Pierぬ jαpo侃icα アセピ 1 工 71 
(1) 

Rubu.g Sieboldi ホウロクイテコ 十 十 E 

Vαccinium yakush伽tense 十 I 
アクシパモドキ (li 

Euo旬ymusyakullhi骨te情的アオツリパナ 十 I 
(1) 

Dryopter'is LαbOl由 ivar. Simα8akii 
十 十 十 十 十 十 1 V 71 ヌカイタチシゲモドキ

Chlorαnthu88eγrat叫S フタリシズカ 十 1 十 JI[ ，71 

Plαgiogyria e叫phlebiα オオキジノオ 十 →『 イ『 十 十 lV 

Dryopteris Bi88eti，αηα ホソパノイタチシダ 十 十 十 E 

開olapseudo-8elkir制
十 十 十 JI[ 

ヤクシマミヤマスミレ

Ai'叫8l会wα 8pi，己ulαtα キッコウハグマ 十 十 十 E 

Mitchellαundulαtα ツノレアりドウシ 十 十 十 E 

Mecodium polyantho8 ホソノ〈コケシノブ 十 ート 寸ー m 
Rubu8 pect伽ell時g コパノフユイチゴ 十 十 E 

Scutellα，'iαreptαn8 スズコウジユ 十 十 旺

Oxali8 Aceto8ellαvar. japミOヤMマcα 
カタバミ

ート 十 区

Hymeηophyllum bαrbαtum 
コウヤコケシノブ

十 十 E 

Arisαe叩 αsp. + I 

Leptogrαmma tottαvar.ν7αシKマusミinゾZ叩シ8iダ8 
ヤク

十 工

Galium pogo叫αnthum ヤマムグラ 十 I 

Cteniti8 8叫bglα叩dulo8α カツモウイノデ 十 I 

Sα四icula8at8叫押Zαnα ヒメウマノミツバ 十 I 
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Distance 距離 (m)

Species 植物名

Athyrium reflexipi:冗祁叫m
サカパイヌワラビ

PeUi仰似仰伽伽間サンショウソウ

Bulbo帥yllumDγymoglos8um 
マメズタラン

Coptis quinquザoliα
var. pedatoquinquefolia 
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7. 林鉄分岐点附近 (第 14図)

Near the turning point of the forest line (Fig. 14) 

林鉄分岐点から林鉄終点にかけて.宮之浦岳登山路に沿いツガやモミの多い，巨木に

富んだ林分がある。 しかしこの地点は事業の進むにつれて伐採を受けるらしい。この調査

地を含む 91林班「に」小班の森林調査簿表を示すと次の如くである。

官113l副出品|除午!可司軒
両一一lEJUU1-J-i-H両γ

アカガシ¥ 1 
ウラジロガシ 1
ヤマグノレマ 2
イスノキ 8
ヒメシャラ 2
ミヤコダラ 1
広¥ 5 

L 言十 (劉

31 241 
6¥ 479' 
8¥ 639¥ 
32[ 2.5561 
101 799: 
51 399 
25¥ 1.997; 
(89)1 (日1ml

I4叫沼町 x 110 I中ぜる副長[天然!針|
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分岐点近く，宮之浦岳登山路に沿いツガ，モミが多く，その巨木に富めるところで次

のような帯状区を設定した。

[7. a]モミーサカキーサクラツツジ基群叢

[7. b]ツガースギーサクラツツジ基群叢

[7' c]ツガーサクラツツジ基群叢

[7. a]帯棋区 (45x 5) m2 号ミーサカキーサクラツツジ基群叢

方位北北東 傾斜 120

林鉄分岐点の上方に径路のついたやや急、傾斜をなす尾根がある。 この尾根ヒやや右側

の山腹寄り，モミの比較的集った箇所にとったのがこの帯状区である。岩石地におけるモ

ミーツガ林にサクラツツジの多く出てくるのは屋久島における該林の一つの特徴である。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第 21図，樹高階別，胸高直径階別本数表を表

示すれば第 48表，第 49表，小喬木の樹高階別および胸高直径階別本数表をあげれば第 50

第 21函 [7. a]帯状区 モミーサカキーサクラツツツ基群叢

Fig. 21. [7. a] Belt-transect in Abies fiγma-
Cleyerαjαponicα-Rhododend1'on 11αshiroi SOC. 
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表，第 51表，濯木層一覧表をあげれば第 52表，林床植物を表示すれば第 53表となる。

第 48表 [7. a]帯状区樹高階別本数表

Table 48. Number of trees in each height grade in [7. a] be¥t-transect 

Height 樹高 (m)

Species 樹種

Abiesメrma モ

宜8ugaSieboldii ツガ (TS)

Tota¥ 言十

7
!
8
 

噌
・
A

1

4

噌

E--

m
u
t
m
 

のリ

't噌

A

2
・4
2

'A.，
.
町

4

9h-
・
4
9
a

Total 
計

5 

2 

.， 
1 

2 

1 

1 2 

7 
") 

1 3 1 2 

第 49表 [7. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 49. Number of trees in each diameter grade in [7. a] belt.trans巴巴t

Breast-height diameter 
胸高直径(巴m) Total 

計

84 104 116 148 、 154 156 

86 106 118 150 156 158 

1 ・ 1 1 1 1 

1 ・ 1
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第 50表 [7. a]帯状区小喬木樹高階別本数表

Table 50. Number of small trees in each height grade in [7. a] bel七-transect

Height 樹高 (m)

Species 樹種
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第 51表 [7. a]小喬木胸高直径階別本数表

Table 51. Number of small trees in each diameter grade in [7. a] belt-transect 

8 

4 5 

1 1 

1 

4 

1 

Breast-heigh胸t diameter 6 7 8 9 10 11 14 Total 
高直径 (cml

計Species 樹種 7 8 9 10 11 12 15 

α'eyera japo旬icα サカキ 4 4 1 3 1 13 

Rhodode鈍dron11α8hiroi サクラツツジ 2 3 1 1 2 1 10 
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Breast-heigh胸，t diameter 6 7 8 9 10 11 14 
Total 高直径 (cm)

Species 樹種 7 8 9 10 11 12 15 計

Symplocos myrtαce，α ハイノキ 1 1 

Clethra barbine何色 リョウブ 1 1 

Il1ici~t仰向ligiosum シキミ 1 1 2 

Cα符wlliαS日sα叫q旬α サザンカ 1 1 

Total 言十 8 4 6 2 8 4 1 28 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F

。 第52表 [7_ a] 帯状区港木層 (4~2m) 被度頻度一覧表

Table 52. Cover de噌gr陀eeand frequency of shrubs in [仔7_a叫.)be砧l比t-廿 a叩ns随ecωt 

一一 一十一一

Distance 距離 (m) 。5 10 15 20 25 30 35ω 
FB CVB 

Species 樹種 5 ro U 20 25 00 ~ ~ ~ 

C均 erαjα，po仰 α サカキ 2 2 2 2 2 2 2 2 4 .V 2250 

Rhododendro叫 Tαshiroi サクラツツジ 2 2 8 8 1 1 8 1 V 1805 

Il1iciumγeligio8叫慨シキミ 1 1 1 旺 167 

第53表 仔_a]帯状区林床植物一覧表

Table 53. Cover degree and frequency of floor plants in [7_ a] belt-transe巴t

Distance 距離 (m)

Species 植物名

Kalopan仏旬 pict叫8

var. lutch郁朗sis ヤコダラ
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'Chlorαnthus glabeγ センリョウ
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3 1 2 1 十 2 3 2 2 v 1720 
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Distance 距離 (m)

Species 植物名
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[7. b]帯蹴区 (45x 10) rn2 ツガースギーサクラツツジ基群叢

方位北東 傾斜 120 写真第 15図版37)

[7. a]帯状区のすぐ上方，径路に援したほとんど尾根上の大径木に富む笛所である。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第 22図，樹高階別，胸高直径階別本数表を表

示すれば第 54表，第 55表，小喬木の樹高階別本数表，胸高直径階別本数表を示せば第 56

表，第 57表，濯木層一覧表を示せば第 58表，林床植物を表示すれば第 59表となる。

第54表 [7. b]帯状区樹高階別本数表

Table 54. Numb巴rof trees in each height grade in r7. b] belt-transect 

Height 樹高 (m)

Species 樹種

TsugαSieboldii (TS) ツガ

Cryptomeγ仰 iaponicα(Cr) ス ギ
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Abies firmα(Af) モミ

Kalopa冗仰がct間

vat". lutch叫仰sis(K) ミヤコダラ

Trochodendγonαγalioides (11α) 
ヤ 7 グ;v"

1 

1 1 

Total 計 11221131  12 
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第n図 l7. bJ帯状区 ツガー(スギ)ーサクラツツジ基群叢

Fig. 22. [7.吋 Belt-transectin T8UgαSieboZdii-
(C:γyptomeγfαjα.ponicα)司RhododendronTashiγoi SOC. 

125 
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第55表 [7. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 55. Number of trees in each diameter grade in [7. b] belt-transect 

Breast-height diameter 
胸高直径 (cm)

Specieョ樹種

Tsug，αSieboldi:i ッガ

Crypto骨wriaj<αponicα ス ギ

Abies jirmα モミ

Kalop側 αxpic抑制

var.lutch'uensis ミヤコダラ

Trochodendronαrαli，ωdesヤマグノレマ

Total 計 1 1 1 1 112  1 1 1 1 

第55表 [7. b]帯状区小喬木樹高階別本数別

Total 
計

5 

4 

1 

1 

1 

12 

Table 56. Number of small trees in each height grade in [7. b] belt-transect 

Height 樹高 (m) 4 5 6 7 8 9 Total 

Species 樹種 5 9 7 8 9 10 計

Rhododendro惚 Tashiroi サクラツツジ 7 6 13 

IUicium religio8um シキミ 1 8 2 6 

Distylium racemosum イスノキ 2 1 1 1 5 

Cleyera ja仰 nica サカキ 1 2 1 1 5 

Symploco8 myrtaceα ハイノキ 1 1 

Total 言十 1 8 10 6 8 2 20 
一一 一一

第 57表 仔.b]帯状区小喬木胸高直径階別本数表

Ta ble 57. Number of small trees in each breast-height grade in [7. b] belt-transect 

Breast-heigh胸t diameter 4 6 8 10 12 14 Total 
高直径 (cm)

計Species 樹種 6 8 10 12 14 16 
一一一一一一一一一一一一一一一

Rhodode四dron1¥αsMγoi サクラツツジ 7 8 2 1 13 

Illicium religio8um シキミ 2 2 1 1 6 

Distyli叫 骨zrαcem08叫明 イスノキ 1 2 1 1 5 

Cleyera j，αponwα サカキ 1 1 2 1 5 

Symploco8慨 ，yrtαceα ハイノート 1 1 

Total 計 5 11 5 5 1 8 20 

。
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第58表 濃木層被度頻度表

Table 58. Cover degree and frecuency of shrubs in [7. b] belt-transect 

Distance 距離 (m) 。5 10 15 25 30 35 40 
FB CVB 

Species 樹種 5 10 15 20 30 35 40 45 

Rhododendron 11α8hかoi サクラツツジ 2 2 2 1 2 1 1 v 1060 
Cleyera japo拠icα サカキ 十 8 1 2 2 1 lV 525 

IlUciu慨問ligio8叫刑シキミ 2 2 1 E 50 

Sνmploco8刑Mγtαceα ハイノキ 2 I 22 

Eut・yajlαponicα ヒサカキ 2 I 22 
一一一一一

第59衰 [7. b]帯状区林床植物一覧表

.， 

ぞ

Table 59. Cover degree and frequency of floor plants in [7. b] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Species 樹種

T8UgαSieboldii ツガ

Rhododendron T，α8hiγoi 
サクラツツジ

Symploco8 myrtaceα ハイノキ

Pieri8 }α:ponicα アセビ

Illiciu刑問ligio開制シキミ

Cleyera}αponicα サカキ

Eurya}αponicα ヒサカキ

Chlm.αnthus glaber センリョウ

B
 

V
 

C
 

B
 

F
 

凸

u'‘
Rυ

d晶
Z
1
4
a
u
z

wop-nu 

n
O
1
4
a
u
z
 

内
リ

B

，、
F
b

却

1
%

'
b
v
-
向
υ

唱
i
-
4
の
6

0
!
5
 

噌

A
Y
4
噌

A

5
t
m
w
 

0
・l
5

Q
0
1
4
n
o
 

w
D
'
・
nv

oh
、
4
9
υ

十十

(0.3) (0.3) 
旺

n
o
z
u
 

間

山

初
v

v

 
R
U
 

)

-

n
o
t
A
 

唱
A

、，h
o
a
-

M
W

向
。

)

-

a

a

z

0

 

2
0
1
m
 

9
0

白

υ

A
U
 

)

)

 

十

3
十

怠

内

リ

凸

リ

1
2
十
紛

A

U

n

u

 

(

(

 

)
 
3

)

 

1
似

十

防

9
0
 

A
仏

凱

叫

十
‘
i

十
仏

]

(

 

0

5

 

(

-

-

十

5

1
べ

内

リ

向

。

(

-
nu 

)
 

十

間

十

郎

1
 

2
0当喧

A(
 

1 1 
(0.3) (1) 

IV 167 1 十 十

(0.5) (0.3) (0.3) 
十

(0.3) 

十

(0，6) 
JII 56 

(1) 

十

(0.3) 

十 1 十
(0.3-1) (1) (1) 

‘卜

(0.5) 
十十十十十lV

10.3) (0.3) (0.3) (0.3)(0.3-1.5) 

ート 十 十

(0.2-0.3)(0.3) (1) 

十十十

(0.3) (0.4) (0.3) 

十

ω
十
間
十
一

ω

十十lV
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COpti8 qU'i叫 uefoliα
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Mecodium polyαntho8 
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Hymenophyzz.叫怖 barbatum
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1 lV 111 

十 V
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[7. c]帯蹴区 (25x5) ml ツガーサクラツツジ基群叢

方位北 西 傾斜 210 写真第 15図版38)

ツガ林が比較的狭い尾根に立ち，それが岩石地である場合には，純度の高いツガーサ

クラツツジ基群叢が見られる。これは特殊な岩地性のツガ林群落で，谷側に向うとツガー

サカキ基群叢観察区但ox5) m2 となる。本帯状区のような巨樹に富んだツガ林の下にサク

ラツツジの下層の発達を伴なった群落は，屋久島針葉樹林の岩石地における代表的な景観

として推賞するにたるものと思う。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第23図，樹高階別，胸高直径階別本数を表示

すれば第60表，第 61表，小喬木の樹高階別本数表，胸高直径階別本数表を示せば第 62表，

第 63表，濯木層ー買表を示せば第64表，林床植物を表示すれば第 65表となる。

第 23図 [7.巴]帯状区 ツガーサクラツツツ基群叢

Fig. 23. [7. c] Belt-transect in 1':側gα Sieboldii-R加 dod叩 dronToαshiroi Soc. 

。

。
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第60表 仔.c]帯状区樹高階別本数表

Table 60. Number of trees in each height grade in [7. cJ belt-transect 

Height 樹高 (m) 16 m 21 22 23 24 Total 

Species 樹種 17 21 22 m 24 25 
言十

Tsugα S~'eboldii ツ ガ 1 1 1 1 2 1 7 

Abies .firmα モ ミ (Aη 1 1 

Tota! 言十 1 1 1 1 2 2 8 

。 第 61表 仔.巴]帯状区胸高直径階別本数表

Table 61. Number of trees in each diameter grade in [7. c] belt-transect 

Breast-heigh胸t diameter 40 58 76 78 80 120 Total 高直径 (cm)
Species 樹種 42 60 78 80 82 122 計

宝'sugαSゐboldii ツ ガ「 1 1 1 2 1 1 7 

Abies flrmα モ ミ 1 1 

Tota! 計 1 1 1 2 2 1 8 

第62表 [7. c]帯状区小喬木樹高階別本数表

Table 62. Number of small trees in each height grade in [7. c] belt-transect 

Height 樹高 (m) 8 4 6 7 10 Total 

Species 樹種 4 5 7 8 11 計

Rhodode鈍:dron1'fαshかoi サクラツツジ 1 3 4 1 9 

Cleyerαjαponicα サカキ 1 1 2 

Total 計 2 8 4 1 1 11 

第 63表 [7. c]帯状区小喬木胸高直径階別本数表

Table 63. Number of sm'lll trees in each breast-height gradョin[7. c] bョlt-transect

Breast-height胸高直径 (cm) 4 6 8 10 12 Tota! 
12 4 言十

Species 樹種 6 8 10 12 

Rhodods四dron1'fαshiroi サクラツツジ 5 1 2 1 9 

αeyera japonicα サカキ 1 1 2 

Total 計 6 1 2 1 1 11 
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第64表 濯木層一覧表

Table 64. Cover degree and frequency of shrubs in [7. c] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Species 樹種

Rhododendron T.αshiroi サクラツツジ

Cleyerαjα.ponicα サカキ
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第 65表 [7. c]帯状区林床植物一覧表

Table 65. Cover degree and frequency of 600r plants inげ.c] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Species 樹種
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Symploco8 pr附 ifol似クロパイ

Pieris I'αpo品icα アセビ
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[観察区]ツヵーサクラツツジ基群叢 (30x5)m2

[7. c]帯状区の 50mぐらい下方に当り，ツガを主体とし，下層にサクラツツジを生ず

る群落があったので，それを観察してみた。 (30x5)m"内に生ずる喬木の樹高階別本数，胸
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高直径階別本数を表示すれば第 66表，第 67表，低木層一覧表を示せば第 68表，林床植物

一覧表を示せば第 69表である。

第師表 樹高階別本数表

Table 66. Number of trees in each height grade 

Height 樹高 (m) 11 19 20 21 Total 

Species 樹種 12 20 21 盟
計

T8uga Siebold伝ツ ガ 8 1 4 

Cγ'yptomeγ4αjα仰叫icα ス ギ 1 1 2 
司 A協 8 戸rmα モ ミ 1 1 

Tγochodendronαralioide8 ヤマグJレマ 2 2 

Distyli叫m racem08U怖 イ ス ノ キ 1 1 

Total 言十 g 8 2 2 10 

第 67表 胸高直径階別本数表

Table 67. Number of trees in each diameter grade 

Breast-heigh胸t diameter 34 38 42 48 74 78 84 88 Total 高直径(巴m)
計Species 樹種 36 40 44 50 76 80 86 90 

T側 gα Si担boldii ツ ガ 1 1 1 1 4 

Cγyptomer伽 j日.ponica ス ギ 1 1 2 

Abie8 firmα モ ーζ‘ 1 1 

Trochodendγon日rαlioid担s ヤマグ Jレマ 1 1 2 

DistyZ仰 m race慨 o8um イスノキ 1 1 

Total 計 1 2 1 1 1 1 2 1 10 

第 68表 4 低木屑一覧表

Table 68. Cover degree and frecuency of small trees 

Distance 距離 (m) 。5 10 15 20 25 
FB CVB 

Species 樹種 5 10 15 25 25 30 

Rhododendγon Ta雪hiroi サクラツツジ s 8 4 2 4 8 V 4250 

Height 樹高 (m) (4‘5) (3‘5) {5‘6) (4・5) (5‘6) (4‘7) 

Breast-height diamョter胸高直径 (cm) (4・5) (7・8) (5) (4) (5) (3-10) 

Cleyera japonica サカキ 十 2 8 8 IV 1040 

Height 樹高 (m) (2) (制 (3-5) (7‘9) 

Breast-height diameter胸高直径(巴m) (1) (4) (7-12) (12-16) 
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第 倒 表 林床植物一覧表

Table 69. Cover degree and frequency of fl∞r plants 

Distance 距離 (m) 。5 10 15 20 25 
FB CVB 

Species 植物名 5 10 15 m 25 30 

Symplocos pruniloliα クロノくイ 十 工
(0.3) 

Rhodode飽dγon1'ashiroi サクラツツ y 十 十 2 2 lV 583 
(1) (1) (0.3‘0.6) (0刈

Pieris japonicα アセビ + 十 1 1 lV 167 
(0.3) (0.2) (0.1‘0.2) (0.3) 

Cleyerαjaponicα サカキ 十 + 十 + 十 V 
(0.3) (0.3) (0.2) (0.3) (0.2) 

IUicium religwsum シキミ 十 十 十 十 十 V 
(0.3) 仰.2) (0.3) (0.3) (0.1) 

Sy叩 plocosmyrtaceα ハイノキ 十 十 十 + 十 V 
(0.1.0.2) (0.紛 (0.1) (0.3) (0.3) 

Eurya japonicα ヒサカキ 十 十 十 十 十 V 
(0.3) (0心 (0.3) ゆ.3) (0.3) 

Chlora冗thusglaber センリョウ 十 I 
(0.4) 

Plαg伽'gyriαeu州 ebi，α オオキジノオ 1 十 十 十 十 十 V 83 

M ecodium poly側 thos ホソパコケシノブ 十 十 十 十 十 十 V 

CO'f.がおvqaur.仇pqeudeαftooqtωuオejオ.0ゴ1似カヨウオウレン 十 十 十 十 十 十 V 

Dryopteris Lαbordei var. Simasakii 
ヌカイタチシダモドキ

十 十 E 

Hymenophyllum barbat叫慨

コウヤコケシノブ
十 + E 

MitcheUa u冗dulαtα ツJレアリドウシ 十 十 E 

[観察区](20x5)m! ツガーサカキーハイノキ基群叢

[7.c)帯状区より少しく上方，軌道に沿って 200m進み L上方の山腹斜面に観察した，

ヅガ(樹高 20~22m，胸高直径 70~90cm) を主体とし，モミ，スギを混ぜるところである。

この地点の低木層および林床植物の被度頻度を示すと第 70表，第 71表の如くである。

第 70衰 低木層一覧表

Table 70. Cover degree and frequency of small trees 

Distance 距離 (m) 。 5 10 15 
CVB 

Syecies 樹種 5 10 15 20 

Clethra japon:化α サカキ 8 3 2 2 2750 
(5: 5) (8: 8) (6: 7) (6: 7) 

Rhododendron 1lωhiroi サクラツツジ 2 2 1 8 1940 
(4: 5) (3: 4) (5: 6) (6: 8) 
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1器

Distance 離距 (m) 。 5 10 15 
CVB 

Species 樹種 5 10 15 20 

Cαηwlliαjaponicα ヤブツバキ 3 937 
(9: 15) 

Illicium rel負7Io8um シキミ 2 4鵠
(5: 8) 

Symploco8 myrtαceα ハイノキ 2 438 
(4: 2) 

(樹高 m:胸高直径 cm)

第 71表 林床植物 一 覧 表

Table 71. Cover de6ree and frequency of floor plants 

Distanω 距離 (m) 。 5 10 15 
CVB 

Species 植物名 5 10 15 20 

Kα1叩αηαzvazrが.cttu悶tchen8I8 ミヤコダラ
十

(1) 

Symploco8 myrtαceα ハイノキ 2 s 4 4 4500 
(2、2.5) (1、2) (1‘2) (1・1.8)

Illicium 1・eligio8um シキミ 十 十 十 十

(0.6) (0.3) (0.紛 (幻

Eurya j句onicα ヒサカキ 十 十 十

(3) (0.2) (0.1) 

Gleyeγαjα，pO鈍icα サカキ 十 十

(0.3) (0.3) 

Plagiogyr也~ e叫.phlebi，α オオキジノオ 十 十 十 十

Dryopteris Lαbordei var. Sima8kii 
十 十 十 + ヌカイタチシダモドキ

昨ipteγ08peγ怖叫慨 japonic~仰
十

ツJレリンドウ

Plagω'gyri，αjaponicα キジノオ 十 十

Mecodium polyαntho8 ホソベコケシノブ 十 十

Bal，α施。'phoγαjαponicα ツチトリモチ 十 十

Dryopteri8 erythro80rα ベニシダ 十 十

Schizophrangma 旬drαngeide8
十

イワガラミ

[観察区]ツガーサカキーハイノキ基群叢

[7. c]帯状区附近，林鉄に近い上部斜面で観察した。 ツガ(樹高 18-20m，胸高直径

60-90cm)を散生せるところで，・スギ，モミ，ヒメ νャラなども混生していた。樹高 8-

10m，胸高直径 10-15cmのサカキは被度 3-4で，小喬木層に優位を占め，ハイノキ樹高

4 m，サクラツツジ樹高 4-5mを混じている。林床植物としては被度 2がハイノキ(樹高

O.3-l.3m)，被度 1がサクラツツジ(樹高 1m)，他は被度(+)で，ヌカイタチνダモドキ，
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ベニ乙/ダ，キジノオ，オオキジノオ，コケ vノブ類，乙/キミ，イワガラミ，センリョウ，

オオゴカヨクオクレン，キッコヲハグマなどを生じている。

8. 石塚山(第14図) Mt. Ishizuka (Fig. 14) 

石塚山は宮ノ浦岳の東南方に位置し海抜 1589m，樹海中に孤立し眺望のすぐれた山で

ある。(写真第 16~版 40)

下部にはかなりの大径木もあり，スギ，モミ， ツガなどの下にハイノキの優占する群

落が見られる。ナクラツツジは喬木層，小王寺木層などの樹冠の密な下では量が少ないよう

である。上部で傾斜を増すに至れば上木け、疎開し，小喬木層から濯木層にかけての低木層 ' 

が発達著しく，特にサクラツツジは尾根上にしばしば優占する。その他ヒサカキ，ヤク v

マ乙/ャクナグ，ハイノキなども多い。このような箇所で (5x1)m'内の低木の直径を計って

みた結果は第72表の如くであった。

第 72表 低木直径階別本数表

Table 72. Number of shrubs in each diameter grade 

Diameter 直径(巴m) 8 4 5 6 7 8 9 10 1114 Total 

Species 樹種 4 5 6 7 8 9 10 11 12 15 計

Rhodod叩 dron1¥α雪hiroi サクラツツジ . 1 . 4 1 . 1 2 1 10 

Symploco8 myrtαceα ハイノキ 2 1 1 . 4 

Euryαjaponicα ヒサカキ 1 1 1 . 1 1 5 

Total 計 1 2 1 4 2 1 s 1 8 1 19 

ツガは尾根上に集団するのが見られ， ヤマグノレマキしばしば岩上に生ずるのが観察さ

れる。頂上附近にはスギ，ヤマグノレマなども達しているが，ユズリハ，ヤク vマVャクナ

ゲ‘アセビ，ハイノキ，ヤクる/マホツツジ， ヒサカキ vキミ， ミヤマビャク vン，ヤツ

ャブνなどを生じている。

本山において設定した帯状区は次の 2本である。

[8. a]ツガーサクラツツジーハイノキ準群叢

[8. b]スギーヤマグノレマーハイノキ基群叢

[8. a]帯蹴区 (30x5)m' ツガーサクラツツジーハイノキ基群叢

方位北北東傾斜 320
最大傾斜方位北北西最大傾斜 380

本帯状区は石塚山北方下の北尾根 1200m附近，ツガの巨木が端正にならんだ急斜面に

設定した。小喬木層にはサクラツツジ'が多く，濯木層にはハイノキの多いところである。
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本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第 24図，樹高階別，胸高直径階別本数表を示

せば第 73表，第 74表，低木層の樹高階別本数表，胸高直径階別本数表を示せば第 75表，

第 76表，林下積物一覧表を示せば第 77表となる。

司

第24図 [8. a]帯状区 ツガーサクラツツジーハイノキ基群叢

Fig. 24. [8. a] Beltctransect in Tsuga Sieboldii-
Rhododendron T.α.~hiroi、Symplocos myrtaceαSoc. 

第四表 向.aJ帯状区樹高階別本数表

Table 73. Number of trees in伺 chheight grade in [8. a] belt-transect 

Height 樹高 (m) 円
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-Total 
計Species 樹種

TsugαSieboldii ツガ 1 2 1 1 6 
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第 74衰 [8. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 74. Number of treeS in伺 chdiameter grade in [8. a] belt-transect 

Breast-heigh胸t diameter 54 78 88 98 104 Total 
高直径 (cmJ 計Species 樹種 56 80 90 1ω 106 

T8UgαSieboldii ツ ガ 1 2 1 1 1 6 

第 75表 [8. a]幣状区低木樹高階別本数表

Table 75. Number of small trees in伺 chheight grade in [8. a] belt-transect 

Height 樹高 (m) 8 4 5 6 7 Total 

Species 樹種 4 5 6 7 8 計

RhododendroηTα8hiroi サクラツツジ 1 1 8 4 2 11 

III似悦仰向ligio8um シキミ 4 4 

Symploco8 myrtαceα ハイノキ 2 1 3 

Pie巾 jα仰 nicα アセビ 1 1 

Caηwlli，αjα;ponωα ヤブツバキ 1 1 

Cleyerαjα，ponicα サカキ 8 s 3 8 4 1 

Total 言十 s 8 3 8 4 21 

第 76衰 [8. a]帯状区低木胸高直径階別本数表

Table 76. Number of small trees in each breast-height 
diameter grade in [8. a] belt-transect 

Breas-heigh胸t diameter 5 6 8 9101112131520 Total 
高直径 (cm)

Species 樹種 6 7 9 10 11 12 13 14 16 21 計

Rhododendron 1¥α8hiroi サクラツツジ 1 3 2 1 1 1 2 11 

IUicium religio8um シキミ 1 1 1 1 4 

Symploco8 myrtαceα ハイノキ 1 . 1 1 8 

Pおrisj<αponicα アセピ . 1 1 

Cαmell旬 japonwα ヤブツバキ 1 1 

Cleyerαjαponicn， サカキ 1 . 1 

Total 言十 2 2 1 1 5 2 3 1 1 8 21 

第 77表 [8. a]帯状区林下植物一覧表

Table 77. Cover degree and frequency of floor plants in [8. a] belt-transect 

Distance 距離 (m) 。 5 10 15 20 25 
FB CVB 

Species 植物名 5 10 15 m 25 30 

Symploco8 myrtαceα ハイノキ 4 4 2 2 4 4 V 4750 

R加dodeηdron1¥倒 hi:γoi サクラツツ U 1 1 2 2 2 1 V 1120 
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Distance 距離 (m) 。 5 10 15 却 25 
FB CVB 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Illicium religiosum シキミ 十 十 十 1 十 十 V 84 

E悦ry，αjαponicα ヒサカキ + 1 十 E 84 

α'eyera jαF刀流icα サカキ + I 

Plagi柳川αeu件l'eb仰オオキジノオ 十 十 十 十 IV 

Dryopter吻 Lαbordeivar. Simαsαkii 
十 十 十 十 IV ヌカイタチシダモドキ

Dryopteris erythγosorα ベニシダ 十 十 E 

Pl，αgiogyriαjαponicα キツノオ 十 十 E 
q 

Copt48 vqaMr.叫pqeuduαtbo1q4αuオ伽オquゴeカ"oz.ヨfαウオウレン 十 I 

E叫onym叫syakushime叫sis アオツリパナ 十 I 

なお参考のため本帯状区が存在する第 101林班「い」小班の森林調査簿表を示すと次

の如くである。

第 78表

区

県 村
郡
(市) (町)

熊|童
毛 i 久 1 115191 15191' Iギ !:|;i?ふ;

樹 林

称 交合 齢

ス ギ 71 
28 

26-30 

ヒノキ 2 

(73) 
200 

20-300 

ヤクスギ 3 

コスギ 12 

モ ミ 1 

、y ガ 6 

N 言十 (羽)

広 5 

一

齢

級

林
一
l

立
木
度 ilrlJT!なlHF711
J1112)[::; nr 

9 中 191 2，901 1 5.08 1 77.2 
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[8. b]帯批区 (30x5) m2 スギーヤマグルマーハイノキ基群叢

方位西北西 傾斜 250

石塚山 (1589m)頂上近い北西面で， 1480m附近の地点にとった。 喬木層にはスギ，

ヤマグノレマがあり，濯木層にはハイノキが慢占し，群落はスギーヤマグノレマーハイノキ基

群叢である。

なおかかるスギとヤマグノレマの混交せる林相は宮ノ浦岳登山路においてもスギ林帯の

上部約 14∞ m 附近より見られ，樹高を減少し，梢部枯損し L~色を呈せるもの多きスギと，

傘状のヤマグノレマの樹冠とが入り組んだ景観はこの帯を代表するものである c

かかる地には又ヒメ Vャラ，ヒノキなども散見され，小喬木及び濯木類としてはユズ

リハ，ハイノキ，アセビ，ヒサカキ vキミ，オオカメノキ，カナクギノキ，ヤマも/グレ，

岩角地に多いヤクる/マνャクナグ，サクラツツジなどが見られる。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を示せば第25図，樹高階別，胸高直径階別本数を表示

すれば第 79表，第 80表，濯木層の樹高階別本数表，胸高直径階別本数表を示せば第81表，

第 82表，林床植物を表示すれば第 83表となる。

!ず

第 25図 [8.吋帯状区 スギーヤマグルマーハイノキ基群叢

Fig. 25. [8. b] Belt-transect in Cγyptomeγiajα.po冗ica-
Trochodendron ara1ioidesャSymplocosmyrtαceαSoc. 

」島

9 
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第 79表 [8. b]帯状区樹高階別本数表

Table 79. Number of trees in each height grade in [8. b] belt~transect 

Height 樹高 (m) 6 9 11 12 13 14 18 
1 t 

Species 樹種 7 10 12 13 14 15 19 

Cryptomer似 japonica ス ギ 1 1 1 I 

Trochodendronαrαtω必e8 ヤマグJレマ 1 1 2 

Total 計 11 1 2 1 1 1  

第80表 [8.凶帯状区胸高直径階別本数表

Table 80. Number of trees in each diameter grade in [8.b] belt-transect 

Breast-heigh胸t diameter 30 44 56 60 64 66 70 80 
高直径 (cm) t 

Species 樹種 32 46 58 62 68 回 72 82 

Cryptomeri，αjαponicα スギ 1 1 1 1 

Trochodendronαrαlioide8 ヤマグノレマ 1 1 1 1 1 

Total 言十 I 1 1 1 1 1 1 1 

第81表 [8. b]帯状区濯木層樹高階別本数表

Table 81. Number of shrubs in each height grade in [8. b] belt-transect 

Height 樹高 (m) 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 

Species 樹種 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 

Rhodode冗dronMetterni.chii 
var.yak叫説明.anumヤクシマシャクナゲ

IUic仰 m religio8um シキミ

Pieri8 japonicα アセビ

Symploco8 myrtαceα ハイノキ 2 1 2 5 1 

Eurya j，αponicα ヒサカキ 2 1 

Total 計 2 。、， 3 5 1 

第82表 [8. b]帯状区議木層胸高直径階別本数表

Table 82. Number of shrubs in each breast-height 
diameter grade in [8. b] belt.transect 

4.0 5.0 

4.5 5.5 

2 

1 

2 

2 s 

Breast-heigh胸t diameter 5 6 7 8 9 10 12 13 15 20 
高直径 (cm)

Species 樹種 6 7 8 9 10 11 13 14 16 21 

Rhododendron Metternichii . 1 . 1 var.yαkusimαnumヤクシマシャクナゲ

Illicium religio8um シキミ

P?eri8 }αponicα アセビ 1 1 

139 

Total 
計

4 

4 

8 

Total 
計

4 

4 

s 

Total 
計

2 

1 

2 

11 

8 

19 

Total 
計

2 

1 

2 
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第83表 [8. b]帯状区林床植物一覧表

c'over degree and frequency of the plants in [8. b] belt-transect 
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Rhododeηdron Metternichii 
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Pie仰 jαpo附 a アセビ
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なお参考のために本帯状区の在存せる 102林班「い」小班の森林調査簿表を示すと次

面(i121bkl言語
州…刊スギ2l:-zl;it-;

の如くである。

第 84表

区

貴島

ト(:)lE担
当
区

県
郡
(市)
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樹
称 |:;l;1:立

木
度

コクスス;iJ LOTHO 
ヒ ノ キ I15 

、 モミ I 20 

ツガ 1

カヤ|一-

N 計 I (66) 

ヤマグルマ I4! 
ミヤコダラ 1 1 

h シ類 1 4 

イ スノキ I 7 

カエデ類 I 1 

シデ類 I 1 

ヒメシャラ 5

広 111
計 1(34) 

e町、. 

170 '<Tnr  I 
今一一一一 XIXI 10 
[90-2-600 -----1 

9. 宮ノ浦岳登山路上部 (第 14図)

Upper part of Mt. Miyanoura (Fig. 14) 

況

一

林

相
li「 土
調別 Iha当り| 総

査 1 (刷 (m3)

12 576 

75 1 3，603 

47 2.2回

59 2，834 

2 96 

1 49 

(196)|(9，416) 

13 I 625 

4 I 192 

12 I 576 

22 ! 1，057 

2 I 96 

3 144 

14 I 673 

29 I 1，393 

(鈎仰紛

目 295 14，172 

本島中央なる 3岳〔宮ノ浦岳 (1935m); 黒味岳 (1836m); 永田岳 (1890m)Jの最高地

域はいわゆるヤク Vマダケ帯と称されるところで，ヤク Vマダケが密生し，その下部沢形

をなすところや蔭になるところにはスギが媛性団林を成し， また単木的に上って来℃いる

(写真第 17図版 41)。ヤク Vマダケ中には混生植物は少なくヤク乙/マシャクナゲ， ミヤマ

ピャク V)I(写真第 18図版 43，44)，時にアセビなどを生ずる位であり，その丈も低いが，

スギの樹冠下では濯木類は大形となり，またハイノキ，アセビ，ツゲ，サクラツツジなど

下方のものをも随伴している。すなわちヤク Vマダケ群落中に分布上限のスギの媛性群落

がモザイク状にくい込んでいるものと考えることができる。

なお参考のために宮ノ浦獄上部なる第 19林班「は」小班の森林調査簿表を示せば次

の如くである。
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iiTiJizliffijill-1-111;:li451称jz
同下久平f'"['9 " I九一市LF1-r1j

[9. a]帯棋区 (45x5)m2 スギーヤクシマジヤタナゲーヤクシマダケ基群叢

方位西傾斜260

最 大 傾 斜 方 位 西 最 大 傾 斜 300

本帯状区は黒味岳と宮ノj甫岳の中間， 1780 m，スギ分布の上部限界にあたるところ附

近に設定したものである。この媛林はヤク乙/マダケ群落の中にあり，スギの下にはヤクi/

マVャクナグをはじめ濯木類が生じている。つまりヤク νマダケはスギの樹聞に多いので

林床的の意義はヤク Vマνャクナグと同義ではない。

本帯状区の林木配置と樹冠投影図を示せば第 26図，樹高階別，胸高直径階別本数表を

表示すれば第 86表，第 87表，林下植物を表示すれば第 88表となる。

肘ぐゆ件で恥|
第26図 [9. a]帯状区 スギーヤクシマシャクナゲーヤクシマダケ基群叢

Fig. 26. [9. a] Belt-transect in Cryptomeriαjα仰犯ica-
Rhododendron Metlernichii var. yakusimαnum Soc. 

;. 

" 
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第 86表 [9.b]帯状区樹高階別本数表

Table 86. Number of trees in e:lch height grade in [9. a] belt-transe巴t

Height 距離 (m) 8 4 5 6 Total 
計Species 樹種 4 5 6 7 

Crypto附巾jαpon化α ス ギ 8 11 1 2 17 

BUXU8 miarophyzz，αvar. japonicα ツゲ 1 1 

Total 計 4 11 1 2 18 

第87表 [9. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 87. Number of tree喝 inea巴hdiameter grade in [9. a] belt-transect 

Species 樹種

Breast-height diameter 
絢高直径(巴m) I
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Cryptomeri-αjαponicα スギ 3 3 2 1 3 1 1 1 1 1 17 

BUXU8 microphyllαvar.}α;p~nicα ツゲ 1 ・・・・・・・・・・ 1 

Total 言十 1332131111118  

第88表 [9. a]帯状区林下植物一覧表

Table 88. Cover degree and frequen巴yof fi∞r plants in [9. a] b巴lt廿 anse巴t

Distance 距離 (m) 。510152025303540 
t FB CVB 

Specie3 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

sasαOwatαrii ヤクシマダケ 4 s 2 3 s 8 4 3 4 V 4370 

Rhododen，dro.n Metternichii 3 s 8 4 1 8 2 2 2 V 8∞o var.να.lcu8imωlumヤクシマシャクナゲ

BlιU8 microphylla var. j，αponicαツゲ + 十 1 1 1 十 1 2 1 V 472 

Pierおjαp仰licα アセビ +十 2 1 十 1 1 +十 V 361 

Symploco8 myrtαceα ハイノキ +十 2 十 1 十+十十 V 250 

LgVrcaorp.o8dfdt叫c?h?zens8αeb伽αタミカfoネt仰ヒmカゲノカス"ラ 十 . I 

Smuαx Chiηα サ Jレトリイバラ . 十 I 

上記に記すが如く，草本類はなく，濯木!曹の極めて良好な発達を見ている。なおとれ

らのi産木類は林下にのみ見られるか， または林外では低くなりヤク νマダケ中に混生する

ものである。



1“ 
森林植生の抄録

1. 亜熱帯林としてメヒノレギ林とアコクーガジュマノレ林をえらんだ。その群落~.，(ヒ

ノレギ純叢，アコヲーガジュマノレーモクタチパナーコクモククジャク基群叢となった。

2. 下部常緑広葉樹林としてはタプノキ林とケヲパメガ乙/林をえらんだ。その群落は

タプノキーモクタチパナ基群叢.ケクパメガvーモクタチパナ基群叢となった。 しかし，

これらの研究は更に調査地点をえらび再調査を要すべきものである。

3. 上部常緑広葉樹林としては没畔岩地系のイスノキ林に 1帯状区を設定し得たに過

e 

ぎない。群落はイスノキーサクラツツグ基群叢となった。 。
4. 本研究において針葉樹林の研究には最大の関心を払った。それは我邦の針葉樹林

中屋久島は代表的な原生林を有するが故である。ただし群落解析に際しては筆者の専攻上

高等植物に限った。

針葉樹林としてはスギ林とツガーモミ林を対象とし殊にスギ林に重点をおいた。

スギ林の群落としては林床植物の貧弱なスギーハイノキ基群叢が J つの安定相を示

し，部分的にはスギーユズリハ基群叢があり，岩石地にはスギーサクラツツジ基群叢も出

現し，スギ林帯上部にはスギーヤマグノレマーハイノキ基若手叢があり，スギ限界附近にはス

ギーヤク vマνャクナゲーヤクる/マダケ基群叢がある。いずれも層階的にみると，明らか

に上木層の聞にすみわけが見られることは注目すべきで，草本層の群落は貧弱である。

スギ林を群叢的に見ればスギーハイノキ若手叢，スギーヤマグノレマ群叢，スギーヤク ν

マνャクナグ群叢となる。

ツガーモミ林は岩石地に出現し，モミ，ツガはしばしばすみわけをする。多少の平坦

地形になるとモミ林が現われ，稜線になると多くツガ林が発達している。群落としては地

形が緩く土壌層の深いところにはモミーサカキ基群叢， ツガーサカキ基群叢，ツガーサカ

キ基群叢，ツガーサカキーハイノキ基群叢が出現し，岩石地では典型的なツガーサクラツ

ツジ基群叢が見られ，またサクラツツジの下にハイノキの層の発達するツガーサクラツツ

ジーハイノキ基群叢となることもある。 ともかくサクラツツジが優占する林床(ri岩石地に

多い。

ツガーモミ材、を群叢的に見るならばモミーツガーサカキ群叢とツガーサクラツツジ群

叢に分けられる。
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Summary 

Geobotanically，出eIsland of Yakushima is one of the most important localities 

in Japan. It is extremely interesting， with many endemic and rare plants which 

constitute a part of its particularly important phytogeographical elements. Yakushima 

is roughly orbicular in shape， about 27.1 km long and 26.7 km wide， with an area 

of approximately 544 sq. kms.， lying between 130023'-40' East Longitude and 30013' 

-28' North Latitute. In the central part of the island there are high mountains， such 

as Mt. Miyanoura (1935 m)， Mt. Nagata (1890 m) and Mt. Kuromi (1836 m). All 

rivers extend toward the sea from these central highlands， and enroute they often 

form deep gorges. 

In 1916， the American botanist Dr. H. WrLsoN visited Yakushima and spoke 
admiringly of the beautiful primeval forests of Cry'ρtomeria japonica. Both before 

and after him， many Japanese botainsts have turned their attention to floristic and 
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vegetational studies of the region， among them， Profs. G. KOIZUMI， G. MASAMUNE， 

S. HATSUSHIMA， Drs. M. KAWADA， K. IMANISl王1，Mr. Z. TASHIRO and so forth. The 

results of their important researches are cited briefly in this paper. The studies of 

Prof. G. MASAMUNE are especially important for he described the flora in excellent 
and precise terms. 

The two islands Yakushima and Tanegashima form a special phytogeographical 

district of the East Asiatic Warm Temperate Zone. Tokara Strait， lying just to the 

south of Yakushima island， acts as a line of demarcation between this zone and the 

Monsoon belt. Thus， the southern parts of our region contain a few subtropicaI 

elements. at the northern Iimit of their distribution， which perhaps is only naturaI， 

considering the unique geographical position of the islands. 

But it is quite remarkable that certain ]apanese elements， which make Up a 

prominent part of the flora aIso have their northern limit of distribution in this 

region， namely:αρhalotaxus druρ'acea， Torreya nucifera， Abies firma， Tsuga 

Sieboldii， Pinus densiflora， Pinus Thunbergii， Cryρ'tomeria ja"ρonica， Chamaecyparis 
obtusa， Castanea crenata， etc. 

The causes of this peculiar and somewhat confined distribution have been at-

tributed to the presence of high mountains on Yakushima and the deep sea separating 

the islands from the southern areas. These geographicaI barriers may be considered 

to be the primary ecologicaI factors operating against a more widespread occurrence 

of the ]apanese elements named above. 

Arranged according to altitude， the forest zones and their communites are as 
follows:一

SubtropicaI forest zone (0-100 m) 

Kandelia Candel forest (0 m) (Fig. 4， 5; Photo 1， 2， 3) 

[1. a] Pure forest of Kandelia Candel (Fig. 6; Tab. 1，.2， 3) 

[1. b] " (Fig. 7; Tab. 4， 5， 6) 

[1. c] (Fig. 8; Tab. 7， 8， 9， 10) 

Ficus Wightiana-Ficus retusa forest (60 m) (Fig. 9; Photo. 5， 6， 7， 8) 

[2. a] Ficus Wightiana-Ficus retusa-Ardisia Sieboldi Sociation (Fig. 10; Tab. 

12， 13， 14; Photo. 4) 

Warm Temperate broad陶Ieavedforest zone (0-800 m) 

Machilus Thunbergii forest (40 m) (Fig. 11 ; Photo. 11) 

[3. a] Machilus Thunbergii-Ardisia Sieboldi Sociation (Fig. 12; Tab. 15， 16， 

17， 18; Photo. 9) 

Quercus Wrightii forest (60 m) (Fig. 11) 

[3. b] Quercus Wrightii-Ardisia Sieboldi Sociation (Fig. 13; Tab. 19， 20， 21 ; 

Photo 10) 

Distylium racemosum forest (700 m) (Fig. 14; Photo 13， 16) 
[4. al Distylium recemosum-Rhododendron Tashiroi Sociation (Fig. 15; Tab. 

22， 23， 24) 

Warm Temperate needle Ieaved forest zone (Photo. 40) 

Cryρtomeria jaρonica forest (Fig. 14) 
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[5. a] 

[5. bJ 

[5. c] 

[6. a] 

[6. b] 

[8. b] 

(9. a] 

[7. a] 

[7. b] 

[7. c] 

Cry，ρtorneria jaρonica-Symρlocos myrtacea Sociation (1000 m) (Fig. 16; 
Tab. 27， 28， 29， 30， 31; Photo. 33) 

Cryρtomeria jaρonica-Daρhniρhyllum macroρJdum Sociation (1000 m) 
(Fig. 17; Tab. 32， 33， 34， 35， 36; Photo. 27， 34) 

Cryρtomeria japonica-Rhododendron Tashiroi Sociation (1000 m) (Fig. 

18; Tab. 37， 38， 39) 

Cryρtomeria jaρonica-Symρlocos myrtacea Sociation (1100 m) 'Fig. 19; 
Tab. 41， 42， 43; Photo. 35， 36) 

(Fig. 20; Tab. 44， 45， 46; Photo. 39) 

Cryρtomeria jatonica-Trochodendron aralioides-Cleyera jaρonica Socia司

tion (1440 m) (Fig. 25. Tab. 79， 80， 81， 82， 83) 

Cryρtomeria japonica-Rhododendron Metlernichii var. yakushimanum-

Sasa Owatarii Sociation (1780 m) (Fig. 26; Tab. 86， 87， 88; Photo. 42) 
Abies firma forest. (Fig. 14) 

Abies firma-Cleyera jaρonica-Rhododendron Tashiroi Sociation (940 m) 
(Fig. 21; Tab. 48， 49， 50， 51， 52， 53) 

Tsuga Sieboldii forest (Fig. 14) 

Tsuga Sieboldii-(Cryρtorneriajaρonica)-Rhododendron Tashiroi.S∞iation 

940 m) (Fig. 22; Tab. 54， 55， 56， 57， 58， 59; Photo. 37) 

Tsuga Sieboldii-Rhododendron Tashiroi Sociation (940 m) (Fig. 23; Tab. 

60. 61， 62， 63， 64， 65; Photo. 38) 

[Observation plot] TsugαSieboldii-Rhododendron Tashiroi Sociation (960 m) 
(Tab. 66， 67， 68， 69) 

Tsuga Sieboldii-Cleyera jaρonica-SymPlocos myrtacea Sociation (960 m) 
(Tab. 70， 71) 

Tsuga Sieboldii-Cleyera jaρonica-Sym.ρlocos myntacea Sociation (960 m) 
[8. a] TsugαSieboldii-Rhododendron Tashiroi-Symρlocos myrtacea Sociation 

(1180 m) (Fig. 24; Tab. 73， 74， 75， 76) 

Such splendid development of the Cryρtomeria jaρonica forest is extraordinary 
even in Japan. ln this region it is sometimes intermixed with the Tsuga Sieboldii 

or Abies firma forests in part， and comprises a well developed forest zone from 800 m 

to 1800 m. The formations of such forests is aided by the granitic composition of 

the mountain slope and the high humidity caused by frequent fogs on the mountain 

zone. 



メヒノレギ 林 (架生)

Photo 1. Kαηdel佃 Cαndelpure forest. near [1. aJ 

Kurio. Nov. 6， 1955 

c .• 

Plate 1. 

メヒルギの幼苗 (架1:)

Photo 2. Seedlings of K，側ゐliaCandel. near [1. CJ. 
Kurio. Nov. 6， 1955 

メ ヒ ルギの 花 (栗生)

Photo 3. Flowers of KαndeliαCαηdel. 
Kurio. Nov. 6， 1955 
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Photo 4. F'icl/，s問何時.[2. aJ 

Mugio. Nov. 7， 1955 

a 
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Plate 2. 

アコ，) ガジ z マJレークイ Zンタチパナ ー コクモウヲジ ャク (一友生)

Photo 5. FicU8 Wight畑ηα.Pic'us1叫包lSα.Rαpαηαeα

旬四'ilj"oliα.DiplαZUl1nv口"escens.

Mugio. Nov. 7， 1955 
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戸マシシラン(麦生)

Photo 6. V'ittαγLα zosteγぴ0・liα.
Mugio. Nov. 7. 1955 

a ヨト

Plate 3. 

クワ ズイモ(友生)

Photo 7. Alocαs.tα?lUt.C1001Th日αunderthe forest 

of FiCU8. Mugio. Nov. 7. 1955 

アコ.)ーガ::/..:1.マル林下のコク モ./クジ ¥-? 

Photo 8. Diplα邸宅鳴rnviγescen8 under the forest 

of Ficus. Mugio. Nov. 7. 1955 
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タブノキー モクタチバナ基群議 [3.a] (鍋山国有林)

Photo 9. Machil旧 Thunbe，.gii-Aγd捌α Sie~oldi-SX. [3. a] 

Nabeyama national forest. Oct. 27， 1955 

ウパメガ νー モクヲテパナ基群議 [3.bl (鍋山国有林)

Photo 10_ Quercus phillyγαeoides-Aγ仇:siα Siebo!d十Soc.[3. b] 

Nabeyama national forest. Oct. 27， 1955 

Plate 4. 



Plate 5. 

。

オ オタニ ワタリ(鍋山国有林)

Photo 11. Neottopte7'i8 Nidu8. Nabeyama national fo四 st.Oct. 27， 1955 

ホン グウ ν ダ (小杉谷附近)

Photo 12. Lind8αyαcultrαtα. Near Kosugidani. Oct. 28， 1955 



渓谷而lの 'li~緑広来樹林 (小杉行附近)

Photo 13. Evergreen broad-leaved forest 

along the valley. Near Kosugidani. Nov. 4， 1955 

。

カンツソブキ(小杉作附近)

Photo 14. Fa>β咋 引<1nhめ田'nifloγU>n

Near Kosugidani. Oct. 28， 1955 

Plate 6. 

ホソパハグマ(小杉谷附近)

Photo 15. A伽 sl臼eα lineαris.Near Kosugidani. 

Nov. 4， 1955 



i% fì.而l の市緑広 !t~樹林 (小杉谷附辺)

Photo 16. Evergreen broad-leaved forest along 

the valley. Near Kosugidani. Nov. 4， 1955 

勺

ヤ マごグ Jレiマ (小杉谷附近)

Photo 17. 7'rochodendronαralioides. 

Near Kosugidani. Nov. 4， 1955 

渓 流 (小杉谷附近)

Photo 18. Stream near Kosugidani. 
Nov. 4， 1955 

Plate 7. 
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安房川中流の常緑広楽樹林

Photo 19. Evergreen broad-Ieaved forest 
along the River Anbo. Oct. 28， 1955 

‘' 

安房 川 中 流 の rti1

Photo 20. Waterfall. River Anbo 

Oct. 28， 1955 

Plate 8. 
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ヤ γ ソテ ツ (林鉄上部)

Photo 21. Plαgiogy門α Mαt~ 'ltn日日'eαnα.

U ppcr Kosugidani. Nov. 2， 1955 

， 
J 

ν ロヤマ ν タ (小企芸作)

Photo 22. Diplα別刷nhαchijoense.Kosugidani 

Nov. 4， 1955 

ユノミネ ν グ(小杉谷)

Photo 23. H臼l'io伊tω・臼伽ci帥.Kosugidani. 

Nov. 4， 1955 

Plate 9. 



唱行

Plate 10. 

ヒロ ハアツイタ (小杉谷附近)

Photo 24. Elαphoglo8sum t08αense. Near Kosugidani Nov. 4， 1955 

ヒモカズラ (木魂神社) ナンカクラノ

Photo 25. Lycopod加問 C財閥吋η印 de8
Kodama shrine. 

Photo 26. Lycupod附 m Fordii. 

Oct. 30， 1955 

Near Kosugidani 

Nov. 1， 1955 



で

Plate 11. 

ヒロハノ コギリンゲ (木魂神社)

Photo 27. Diplazium ma.'ti拙 um.Kodama shrine. Oct. 30， 1955 

ツテトリモテ (小杉谷附近)

Photo 28. Bαlanophorαjaponicα. 
Near Kosugidani 

Nov. 4， 1955 

マ ツバラン (小杉谷附近)

Photo 29. Psiωtum γudum. 

Near Kosugidani 

Oct. 28， 1955 
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Plate 12. 

ミヤコタラの幼苗 (小杉谷附近)

Photo 30. Seedling of Kαlopanax pictus 

var. lutchuensis. Near Kosugidani. Oct. 29， 1955 

ミァコターラの幼令木 (小杉谷附近)

Photo 31. Y oung tree of 
KalopαnαX pictU8 var. lutchuensis 

Near Kosugidani. Oct. 30， 1955 

Zヤコダラの老木 (宮 ノ浦岳国有林)

Photo 32. Old tree of 
Kalopα叩 xpict附 var.lutchuensis 
Mt. Miyanoura national forest 

Oct. 30， 1955 



~ 

スギー ハイノキ基群叢 [5.al (木魂神社)

Photo 33. Cryptomer向 jαponicαー勾mplocosm?Jγtαceα Soc. [5. al 
Kodama shrine. Oct. 30， 1955 

スギー ユズリハ基群叢 [5.bl 木魂神社

Plate 13. 

Photo 34. Cryptomeγ幅 jαp的問ーDα.phniphyUummacγopodum SOC. [5. bl 
Kodama shrine. Oct. 30， 1955 



合.

大 杉 [6.aJ 

Photo 35. Giant tree of Cγyptomeriα3αpoη向α[6.a] 

N ear Kosugidani. Oct. 29， 1955 

と

スギ ハイノキ基群議 [6.a] 

Photo 36. Cryptomeriα3αpon叩 α・Symploco.• 
?九百rtαceαSoc.[6. aJ 

Ishizukayama national forest. Oct. 29， 1955 

Plate 14. 



加

Yガー(スギトサ クラ J'Jジi1，I;群ZI[7，凶 (林鉄分岐点)

Photo 37. 7'8ngαSieboldi'i-{C円'Ipf.ome門 α3αponwα)・
Rhodode司dγon1'ashu'o'i 80c. [7. b J 

Near the turning point of the forest line. Nov. 2， 1955 

Yガーサ ヲラ ツツジ基群波 [7.cl (林鉄分岐u)

Photo 38. 7""gαSieboldii-Rhodod加 d，'on
Tα.•I1:i l'oi 80::. 17. c] 

Plate 15. 

Near the turning point of the forest line. Nov. 2， 1955 



，内

‘ら

スギー ハイノキ基群叢 [6.b] (石塚山)

Photo 39. C，'ypto市 8門・α3αponwα-Symplocosrny rtαωαSoc. f6. bJ 
Ishizuka Yama National forest. Nov. 2， 1955 

石塚山より宮之主1i岳方而

Plate 16. 

Photo 40. Grand view of the forest from the Top of Mt. Ishizuka 
facing Mt. Miyanoura. Nov. 2， 1955 



d 

スギ限界附近 林相(直之浦岳登山路)

Photo 41. U pper limi t of 0γyptomeγ加 jα.po削 Cα.

Near Mt. Miyanoura. Oct. 30， 1955 

限界附近の杉林 [9.al (宮之浦岳登山路附近)

Photo 42. Upper limit of c:γyptome，'ia jαp側叩α.[9. al 

Near Mt. Miyanoura. Oct. 30， 1955 

Plate 17. 
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